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未来へつなぐ
水は私たちにとって特別なもの。

飲み水をはじめ、日々の暮らしのあらゆる場面で水を使っている。

小さい頃の水遊びや花火の楽しい思い出は、水辺の風景とともにあり、

それは今も鮮明に覚えている。

私たちが使う水、使った水をたどってみると、水が循環していることに気づく。

そして、この循環には意外にも多くの人が関わっており、

さらに過去をたどってみると、水と付き合うための先人の営々とした努力も伺い知れる。

これからの持続可能な社会を考えると、

水の循環が健全である必要があるが、これに取り組む効果は、

実は水に関することだけにとどまらない。

水に関する取組は、街のもつ美しさや本来の魅力を引き出し、人を守り、

自然と人をつないで地域を元気にしていく。

この水の循環を誇れるものとして次の世代につないでいきたい。
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本書に掲載した我が国の地図は必ずしも、
我が国の領土を包括的に示すものではない。

ハリンコが泳ぎホタルが
舞う豊かな水環境を守る
「水都・大垣」の継承に向けて

p.46大垣市　岐阜県　

豊かな水の環がささえる
「環境首都なごや」をめざして
みんなで取り組む人づくり・場づくり

p.52名古屋市　愛知県　

恵みの水が美しく循環する
“水の王国とやま”
健全な水循環系の構築を目指して

p.40富山県

多彩な環境交流を楽しみ、育む
持続可能な都市・日光
自然と共生する環境にやさしいまちづくり

p.28日光市　栃木県　

未来に続く、緑と水あふれる
ほっとするまち 調布
連携と協働によるより良い環境の保全と回復に向けた取組

p.34調布市　東京都　
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04１　水循環について
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06１　水循環について

1-1
水
循
環
と
は

　

地
球
は
水
の
惑
星
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

地
球
の
表
面
の
約
70
％
は
海
洋
に
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
宇
宙
か
ら
見
た
地
球

は
、
他
の
惑
星
と
異
な
り
青
く
美
し
く
輝
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
球
上
の
水
の
総
量
は
、
14
億
㎦
と

推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
海
水
な

ど
の
塩
水
が
97
・
47
％
、
淡
水
が
2
・
53
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
淡
水
の
ほ
と
ん
ど

が
南
極
・
北
極
等
の
氷
や
氷
河
と
し
て
存
在

す
る
水
や
地
下
水
で
あ
り
、
人
が
容
易
に
利

用
で
き
る
河
川
や
湖
沼
等
の
水
と
し
て
存
在

す
る
淡
水
は
、
地
球
上
に
存
在
す
る
水
の
量

の
わ
ず
か
0
・
0
0
8
％
、
お
よ
そ
１
万
分

の
１
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

地
球
上
に
あ
る
水
の
量

地球上の水の量と構成比
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た
だ
し
、
地
球
上
の
水
は
、
海
水
や
河
川

の
水
と
し
て
常
に
同
じ
場
所
に
留
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
海
水
や
地
表
面
の
水
が
蒸
発
し
、
上

空
で
雲
に
な
り
、
や
が
て
雨
や
雪
に
な
っ
て

地
表
面
に
降
り
、
そ
れ
が
次
第
に
集
ま
り
川

と
な
っ
て
海
に
至
る
と
い
う
よ
う
に
、
絶
え

ず
循
環
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
水
循
環
に
よ
っ
て
塩
分
を
含
む
海

水
も
蒸
発
す
る
際
に
淡
水
化
さ
れ
、
私
た
ち

が
利
用
可
能
な
淡
水
資
源
が
常
に
つ
く
り

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
持
続
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
水
の
量

は
、
あ
る
瞬
間
に
河
川
や
湖
沼
等
の
水
と
し

て
存
在
す
る
淡
水
の
量
で
は
な
く
、
絶
え
ず

「
循
環
す
る
水
」の
一
部
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

こ
の
水
循
環
を
健
全
に
保
つ
こ
と
が
持
続
的

な
社
会
を
築
く
上
で
極
め
て
重
要
に
な
り
ま

す
。

循
環
す
る
水

水循環
水が、蒸発、降下、流下または浸透により、
海域等に至る過程で、地表水または地下水
として河川の流域を中心に循環すること。

水循環の目指す姿
「健全な水循環」とは、人の活動と環境保全に果たす
水の機能が適切に保たれた状態をいいます。



08１　水循環について

私たちと水との関わり

2

心癒される景観

地域のコミュニケーション

農業、工業などへの利用

水源かん養機能の発揮

水辺空間の活用自然とふれあう機会の創出

住民を守るための施策湧水や地下水に代表される水文化

健
全
な
水
循
環
へ

　

私
た
ち
は
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
水
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
美
し
い
水
の
景
観
に
癒
や
さ
れ
た

り
、
水
辺
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て

豊
か
な
感
性
を
育
ん
だ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
水
か
ら
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
水
辺
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
、
水
を
活
か
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
な

ど
、
地
域
を
よ
り
豊
か
に
す
る
取
組
に
も
注

目
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
に
関
わ
る
取
組
は
そ
れ
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、

防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
全
体
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
水
の
あ
る
生
活
を
中
心
と
し
て

地
域
を
よ
り
健
全
な
も
の
と
し
、
そ
の
価
値

を
高
め
て
い
け
る
こ
と
も
水
循
環
に
取
り
組

む
魅
力
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
と
水
と
の
関
わ
り

1-2
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水循環に関する課題

1

給水車

洪水

渇水

水源林の荒廃

閉鎖系水域の水質

湧水の枯渇や地下水位の低下

水インフラの老朽化 都市化の進展による都市型水害

　

こ
れ
ま
で
洪
水
や
渇
水
、
水
質
汚
染
、
地

盤
沈
下
な
ど
、
水
循
環
に
関
す
る
深
刻
な
課

題
に
つ
い
て
は
一
定
程
度
改
善
が
な
さ
れ
て

き
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
課
題
は
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
温
暖
化
に
よ
る

異
常
少
雨
や
降
水
量
の
変
動
幅
の
増
大
な
ど

の
影
響
に
よ
っ
て
、
渇
水
や
洪
水
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
可
能
性
や
、
新
た
な
課
題
が
発
生

す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
水
が
循
環
す
る
過
程
に
お
い
て
、

一
つ
の
施
策
を
行
う
と
そ
れ
が
他
の
環
境
に

影
響
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
効
果
と
影
響
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
流
域
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
が
地
域
の
水
循

環
の
あ
り
方
を
考
え
、
総
合
的
か
つ
一
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

水
循
環
に
関
す
る
課
題



10１　水循環について

水
循
環
基
本
法
の
施
行

水
循
環
基
本
法

1-3

　

水
循
環
に
関
わ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
幅
広
い
分
野
に
及
ぶ
多
種
多
様
な
個

別
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は「
健
全
な
水
循
環
の
維
持
ま
た
は

回
復
」と
い
う
目
標
を
共
有
し
、
こ
れ
ら
個

別
の
施
策
を
相
互
に
連
携
・
調
整
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
政
府
全

体
で
総
合
的
に
施
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
い
っ
た
議
論
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
４
年
4
月
に
、
水
循
環

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
総
合

的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
水
循

環
基
本
法
」が
公
布
さ
れ
、
同
年
7
月
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
循
環
基
本
法
の
施
行
と
同
時
に
、

水
循
環
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、

内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
、
す
べ
て
の
国
務

大
臣
を
本
部
員
と
す
る「
水
循
環
政
策
本
部
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
6
月
に
は
一
部
改
正
さ
れ
、

水
循
環
関
係
者
の
責
務
規
定
に
お
い
て
、

水
循
環
に
関
す
る
施
策
に「
地
下
水
の
適

正
な
保
全
及
び
利
用
に
関
す
る
施
策
」が

含
ま
れ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る

た
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
旨
の
規
定
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
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12１　水循環について

水
循
環
基
本
計
画

1-4

水
循
環
基
本
計
画
の
概
要

　

水
循
環
基
本
法
施
行
の
約
１
年
後
、
２
０
１
５

年
７
月
に
、
わ
が
国
の
水
循
環
施
策
の
道
し
る
べ

と
な
る「
水
循
環
基
本
計
画
」が
閣
議
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
約
５
年
が
経
過
し
、
水
循
環
基
本
法
で

は
、
お
お
む
ね
5
年
ご
と
に
水
循
環
基
本
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
必
要
な
変
更
を
加
え
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
水
循
環
基
本
計
画

に
基
づ
く
水
循
環
施
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価

結
果
や
、
有
識
者
・
地
方
公
共
団
体
等
の
各
方
面

か
ら
の
頂
い
た
意
見
を
踏
ま
え
、
新
た
な「
水
循

環
基
本
計
画
」が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
た

な
水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
現
在
の
課
題
に
対
応

す
る
取
組
や
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
ま
た
は
回

復
に
対
し
て
一
層
効
果
が
見
込
ま
れ
る
取
組
を
中

心
に
、
と
り
わ
け
次
の
３
本
柱
を
重
点
的
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
水
循
環
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

②
健
全
な
水
循
環
へ
の
取
組
を
通
じ
た
安
全
・

安
心
な
社
会
の
実
現

③
次
世
代
へ
の
健
全
な
水
循
環
に
よ
る
豊
か
な

社
会
の
継
承

　

ま
た
、
2
0
2
1
年
6
月
に
水
循
環
基
本
法
が

改
正
さ
れ
、
地
下
水
に
関
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ

た
こ
と
等
か
ら
、
地
下
水
に
関
す
る
内
容
の
充
実

化
等
を
図
る
た
め
、
2
0
2
2
年
6
月
に
は
、
水

循
環
基
本
計
画
の
一
部
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
部
見
直
し
で
は
、
政
府
が
講
ず
べ

き
施
策
と
し
て「
地
下
水
の
適
正
な
保
全
及
び
利

用
」の
項
目
が
新
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
と
し
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者

及
び
国
民
の
責
務
及
び
相
互
の
連
携
・
協
力
に

関
し
て
、
地
下
水
に
関
す
る
記
述
が
追
加
・
修
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
2
0
2
0
年
6
月
に
水
循
環
基
本
計

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
以
降
に
取
組
が
進
ん
だ

内
容
と
し
て
、
水
循
環
政
策
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
と
も
に
、
流
域
治
水
関

連
法
の
全
面
施
行
を
踏
ま
え
た
取
組
推
進
に
関

す
る
記
述
が
追
加
・
修
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
一
部
見
直
し
は
、
2
0
2
0
年

6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
水
循
環
基
本
計
画
の

計
画
期
間
内
で
の
一
部
改
正
で
あ
り
、
重
点
的
に

取
り
組
む
事
項
な
ど
追
加
・
修
正
部
分
以
外
の

内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水循環基本計画の概要（2022年６月一部見直し）
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流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
に
よ
り
、
流
域
に

お
け
る
一
体
感
の
創
出
、
流
域
に
応
じ
た
課
題
へ

の
解
決
策
の
効
率
的
な
実
施
、
流
域
の
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
様
々
な

効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
各
地
の
流
域
に
お
け
る
流
域
水
循
環
計

画
の
更
な
る
策
定
と
内
容
の
充
実
な
ど
質
の
高

い
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
を
全
国
的
に
展

開
す
る
た
め
に
は
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
主
体

で
あ
る
地
方
公
共
団
体
等
の
流
域
の
関
係
者
が

取
組
の
目
的
、
効
果
、
課
題
等
を
理
解
、
共
有
し
、

流
域
全
体
の
自
然
条
件
や
社
会
条
件
を
十
分
把

握
し
た
上
で
、
課
題
に
応
じ
た
施
策
を
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

技
術
的
な
助
言
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
等
に
よ
る

地
方
公
共
団
体
等
へ
の
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

ま
た
、
地
下
水
を
含
む
水
循
環
の
実
態
解
明
に

関
す
る
調
査
研
究
、
流
域
に
お
け
る
水
循
環
の

健
全
性
や
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
の
効
果

等
を「
見
え
る
化
」す
る
評
価
指
標
・
評
価
手
法

の
確
立
等
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
際
、
学
識
経

験
者
等
の
協
力
を
仰
ぎ
、
調
査
研
究
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
全
国
展
開
と
質
の
向
上
を
図
り
、
流
域
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
水
循
環
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

手引きや事例集による流域マネジメントの支援

水循環アドバイザー制度の概要

３本柱
その１

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
水
循
環
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
　
～
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
更
な
る
展
開
と
質
の
向
上
～



14１　水循環について

　

我
が
国
で
は
、
そ
の
国
土
の
地
理
的
、
地
形
的
、

気
象
的
な
特
性
に
よ
り
、
水
災
害
、
地
震
災
害
等

の
数
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
の
影

響
等
に
よ
り
水
災
害
が
頻
発
・
激
甚
化
す
る
と

と
も
に
、
水
災
害
リ
ス
ク
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
大
規
模
自

然
災
害
等
に
対
し
て
人
命
・
財
産
や
重
要
な
水

イ
ン
フ
ラ
の
被
害
を
防
止
又
は
最
小
化
し
、
水
災

害
、
地
震
災
害
等
に
強
く
し
な
や
か
な
国
土
・
地

域
・
経
済
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
一
層
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
大
規
模
な
水
災
害
、
地
震
災
害
等

に
備
え
る
べ
く
、
災
害
リ
ス
ク
や
地
域
の
状
況
等

に
応
じ
て
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
、
重
要
な
水
イ

ン
フ
ラ
の
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
を
適
切

に
組
み
合
わ
せ
て
効
果
的
に
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
の
た
め
の
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

現
行
の
用
水
供
給
整
備
水
準
を
超
え
る
危
機
的

な
渇
水
を
想
定
し
、
渇
水
リ
ス
ク
の
評
価
に
関
す

る
調
査
研
究
、「
リ
ス
ク
管
理
型
」の
水
の
安
定
供

給
、
渇
水
へ
の
適
応
策
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
域
の
自
然
条
件
や
社
会
条
件
に
応
じ

て
、
広
域
連
携
や
官
民
連
携
も
活
用
し
つ
つ
、
水

イ
ン
フ
ラ
の
戦
略
的
な
維
持
管
理
・
更
新
及
び

耐
震
化
を
推
進
し
ま
す
。
リ
ス
ク
評
価
等
に
当

た
っ
て
は
、
人
工
衛
星
等
に
よ
る
監
視
・
観
測
情

報
や
気
候
変
動
予
測
な
ど
の
科
学
的
知
見
に
基

づ
く
検
討
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

寄
与
す
る
森
林
、
河
川
、
農
地
、
都
市
等
の
貯
留
・

か
ん
養
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
や
持
続
可
能
な

地
下
水
の
保
全
と
利
用
等
を
図
る
た
め
の
取
組

を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
社
会

の
実
現
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

３本柱
その2

健
全
な
水
循
環
へ
の
取
組
を
通
じ
た
安
全
・
安
心
な
社
会
の
実
現
　

　
　
～
気
候
変
動
や
大
規
模
自
然
災
害
等
に
よ
る
リ
ス
ク
へ
の
対
応
～

更生工法による長寿命化（下水道）

令和元年東日本台風による被害（千曲川）水田湛水（福井県大野市）
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我
が
国
の
国
土
は
、
水
循
環
と
極
め
て
密
接

な
関
係
の
下
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
恩
恵

を
大
い
に
享
受
し
、
長
い
歴
史
を
経
て
、
豊
か
な

社
会
と
独
自
の
文
化
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
我
が
国
が
育
ん
で
き
た
健
全
な

水
循
環
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
は
、
流

域
の
多
様
な
主
体
が
連
携
し
つ
つ
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
国
民
が
水
と
触
れ

合
う
機
会
を
維
持
及
び
創
出
し
、
水
循
環
に
関

す
る
認
識
、
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
官
民
一
体
と
な
り
、
我
が
国
の
水
循

環
に
関
す
る
経
験
、
知
見
及
び
技
術
を
海
外
に

展
開
す
る
と
と
も
に
、
各
国
政
府
や
国
際
機
関

等
と
の
協
調
や
国
際
協
力
を
通
じ
て
、
水
循
環

の
重
要
性
を
訴
求
し
つ
つ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

６（
水
・
衛
生
）「
す
べ
て
の
人
々
の
水
と
衛
生

の
利
用
可
能
性
と
持
続
可
能
な
管
理
を
確
保
す

る
。」や
目
標
13（
気
候
変
動
）「
気
候
変
動
及
び

そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
緊
急
対
策
を
講

じ
る
。」等
を
達
成
し
、
ま
た
、
農
村
に
お
け
る
水

管
理
の
改
善
等
を
含
む
世
界
の
水
問
題
の
解
決

に
貢
献
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
産
学
官
に
住
民
を
加
え
た
産
学
官

民
が
連
携
し
て
、
健
全
な
水
循
環
に
関
す
る
普
及

啓
発
、
広
報
、
教
育
及
び
人
材
育
成
に
戦
略
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
民
の
間
に
広
く
健
全
な

水
循
環
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
が

深
ま
る
よ
う
に
す
る
た
め
、「
水
の
日
」や「
水
の

週
間
」の
認
知
度
の
向
上
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
水
問
題
に
関
す
る
国
際
会
議
等
に
お
け

る
情
報
発
信
や
意
見
交
換
、
開
発
協
力
、
我
が
国

の
技
術
、
人
材
、
規
格
等
の
活
用
を
通
じ
て
、
国

際
協
調
や
国
際
協
力
を
一
層
加
速
さ
せ
る
と
と

も
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外

展
開
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
が
リ
ー

ダ
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
世
界
の
水
問
題
の
解
決
及

び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
健
全
な
水
循
環
の
維

持
又
は
回
復
に
よ
る
豊
か
な
社
会
を
次
世
代
へ

継
承
し
て
い
き
ま
す
。

令和4年「水の日」ポスター

３本柱
その3

次
世
代
へ
の
健
全
な
水
循
環
に
よ
る
豊
か
な
社
会
の
継
承

　
　
～
健
全
な
水
循
環
に
関
す
る
普
及
啓
発
、
広
報
及
び
教
育
と
国
際
貢
献
～

利き水体験の様子（ぐんまウォーターフェア） 水と災害ハイレベルパネルの様子



16１　水循環について

流
域
水
循
環
計
画

「流域水循環計画」を策定

流域水循環計画で設定する項目

水循環基本計画では、流域水循環計画において以下の項目
を地域の実情に応じて段階的に設定するとしています。

　①現在及び将来の課題
　②理念や将来目指す姿
　③健全な水循環の維持又は回復に関する目標
　④目標を達成するために実施する施策
　⑤健全な水循環の状態や計画の進捗状況を表す指標

○○○○○○○○○○。

御中

流域水
循環計

画

○○○
○○

○　　
　○

　

水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
流
域
単
位
を
基

本
と
し
て
、
目
的
に
応
じ
た
範
囲
に
お
い
て
、

「
流
域
水
循
環
協
議
会
」を
設
置
し
、「
流
域

水
循
環
計
画
」を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

流
域
水
循
環
計
画
に
は
、
①
現
在
及
び
将

来
の
課
題
、
②
理
念
や
将
来
目
指
す
姿
、
③

健
全
な
水
循
環
の
維
持
又
は
回
復
に
関
す
る

目
標
、
④
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
す

る
施
策
、
⑤
健
全
な
水
循
環
の
状
態
や
計
画

の
進
捗
状
況
を
表
す
指
標
等
を
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
段
階
的
に
設
定
し
、
森
林
、
河
川
、

農
地
、
都
市
、
湖
沼
、
沿
岸
域
等
の
水
循
環

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
同
計
画
で
示

さ
れ
る
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
方
針
の

下
に
有
機
的
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
流

域
水
循
環
協
議
会
に
お
い
て
関
係
者
は
相
互

に
協
力
し
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

流
域
水
循
環
計
画
の
策
定

1-5
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水循環基本計画に基づく「流域水循環計画」に該当する計画の策定状況（2023年3月現在）

これまでに公表した「流域水循環計画」の一覧（H29.1 〜 R5.3公表分）



18１　水循環について

流
域
水
循
環
協
議
会

1-6

流域の関係者による協議会を設置

流域水循環協議会の構成例

水循環基本計画では、地方公共団体、国等は、地域の実情に
応じて、以下のようなメンバー等から構成される流域水循
環協議会の設置を推進するよう努めるものとしています。
　・地方公共団体、国の地方支分部局
　・有識者
　・利害関係者
　　　（上流の森林から下流の沿岸域までの流域において
　　　  利水、水の涵養、水環境に関わる事業者、団体、住民等）

　

水
循
環
基
本
計
画
に
は
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
流
域
ご
と

に「
流
域
水
循
環
協
議
会
」を
設
置
し
、『
関

係
者
の
連
携
・
協
力
の
下
、
水
量
、
水
質
、

水
利
用
、
地
下
水
の
状
況
、
環
境
、
文
化
、
水

災
害
の
状
況
等
の
水
循
環
に
関
す
る
様
々
な

情
報
を
共
有
』す
る
と
と
も
に
、
流
域
の
特

性
や
既
存
の
他
の
計
画
等
を
十
分
に
踏
ま
え

つ
つ
、
当
該
流
域
の
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

具
体
的
内
容
を
定
め
る「
流
域
水
循
環
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

流
域
水
循
環
協
議
会
は
、
流
域
に
お
い
て

健
全
な
水
循
環
を
維
持
ま
た
は
回
復
さ
せ
る

取
組
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
体

制
整
備
の
重
要
な
一
環
と
し
て
設
立
し
ま

す
。
流
域
水
循
環
協
議
会
は
、
地
方
公
共
団

体
、
国
の
地
方
支
分
部
局
、
有
識
者
、
利
害

関
係
者
等
の
参
画
主
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ

と
が
一
般
的
で
す
。

流
域
水
循
環
協
議
会
の
設
置
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流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

1-7

　

こ
れ
ま
で
の
水
に
関
す
る
施
策
は
、
そ
れ

ぞ
れ
個
別
の
目
的
や
目
標
を
持
ち
つ
つ
、
そ

の
目
的
達
成
に
関
し
て
は
一
定
の
効
果
を
発

揮
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

を
推
進
す
る
関
係
者
間
で
必
ず
し
も
共
有
が

十
分
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
各
分
野
を
横
断

す
る
施
策
に
つ
い
て
関
係
者
が
連
携
し
て

効
率
的
、
効
果
的
な
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

流
域
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
管
理
を
軸
と

し
て
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
森
林
、
河
川
、

農
地
、
都
市
、
湖
沼
、
沿
岸
域
等
に
お
い
て
、

人
の
営
み
と
水
量
、
水
質
、
水
と
関
わ
る
自

然
環
境
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
、
ま
た
は
改

善
す
る
た
め
水
循
環
に
関
す
る
施
策
を
通
じ
、

流
域
に
お
い
て
関
係
者
が
連
携
し
て
活
動
す

る
こ
と
を「
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」と
し
、
こ

れ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

2

1

給水車

流域における健全な水循環への取組のイメージ

水辺の活用

水質汚濁

湧水の復活

湧水の枯渇

森林の整備

森林の荒廃

洪水

インフラの健全化

インフラの老朽化

水資源の確保

渇水

治水



20１　水循環について

地
方
公
共
団
体
や
事
業
者
、
団
体
、
住
民
等
が

お
互
い
の
活
動
を
理
解
し
、
共
通
の
認
識
を
持

つ
こ
と
で
地
域
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、
施
策
を

推
進
し
や
す
い
環
境
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

施
策
の
重
要
性
や
他
の
施
策
と
の
関
係
が
明
ら

か
に
な
り
、
地
域
と
し
て
注
力
し
て
取
り
組
む

べ
き
こ
と
を
効
率
的
に
実
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

地
域
の
取
組
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
地
域
ブ

ラ
ン
ド
力
が
向
上
、
観
光
客
数
増
加
や
住
民

の
自
発
的
活
動
に
つ
な
が
り
、
地
域
が
活
性

化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「健全な水循環」の“実現”

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
効
果

効
果
1

共
通
の
認
識
に
よ
り
地
域
に
一
体
感

が
生
ま
れ
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
が

向
上
す
る

効
果
3

資金

例：湧水の復活など

名水で育てたブランド野菜など

効
果
2

資金

例：湧水の復活など

地域にあった解決策

地
域
に
合
っ
た
解
決
策
を
効
率
的
に

実
行
で
き
る

資金

例：湧水の復活など

お互いの活動の理解

1-8

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
様
々
な
効
果
が
生

み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
取
組
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
を
紹
介
し
ま
す
。
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地
域
の
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
で
、予
算
の
確
保
が
し
や
す
く
な
っ
た
り
、

助
成
や
寄
付
が
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

総
合
的
か
つ
一
体
的
な
取
組
に
よ
り
、
地
域

が
抱
え
て
い
た
課
題
や
懸
念
が
解
消
さ
れ
、

安
心
・
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

湧水の復活

観光客の増加

1.4 倍

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

人

1,433,800

1,523,100

2006 2007

1,514,800

2008

1,477,400

2009

1,826,500

2010

1,533,400

2011

1,536,500

2012

1,543,200

2013

1,935,500

2014

2,072,000

2015

2,129,800

2016 年

複数主体の情報共有・施策の理解生態系の保全

ブランド力の向上

住民の自発的な活動

効
果
4

効
果
5

資金

例：湧水の復活など

活動資金の確保 資金

例：湧水の復活など

地域の発展・生活の安定向上

活
動
資
金
の
確
保
に

有
利
と
な
る

地
域
の
発
展
・
生
活
の
安
定

向
上
に
つ
な
が
る

流域における総合的かつ一体的な取組　　地域の課題も効率的に解決
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総合的かつ一体的な取組
○協議会の開催
○流域水循環計画の策定
○計画の積極的な推進
○定期的な取組状況と
　目標達成状況の評価
○情報の共有と発信
○計画の見直し

※地域によっては、公的機関
　などが協議会の役割を果た
　しているところもあります。

流域水循環協議会

活動への協力 自発的活動
○生態系の保全 ○森林や河川の保全
　（清掃活動など） 　（間伐や清掃活動など）
○地下水保全活動 ○地域活動への協賛
○財政的協力 ○地下水の保全と利用
　（地下水保全への協力金等） 

 

事業者

調査・研究 学術的活動
○水循環のメカニズム等の ○学会・協会等への論文発表
　調査・研究 ○施策や取組へのアドバイス
○河川等の調査、データ収集 ○講演会 

有識者

施策への協力 意見・提案
○施策への参画 ○アンケート　など
　（地下水位、水温計測など） ○パブリックコメント　など
○学習会等への参加
 自発的活動
活動への参加 ○河川の清掃活動
○イベント、学習会への参加 ○シンポジウム等の開催
○ボランティアへの参加 ○節水

住民・団体

施策の実施・促進 普及啓発、教育
○水害、土砂災害、渇水への対応 ○教育（環境学習等）
　（ダムの運用など） ○イベント
○水インフラの整備・更新 ○情報発信（パンフレットなど）
　（上下水道など） 　
○条例等の制定

総合調整 
○各種施策の企画立案 
○広域調整 

モニタリング
○各種観測
○データ蓄積・分析

公的機関
国・県・市町村

連携

連携

連携

連携

連携・協働

連携・協働

連
携
・
協
働

連
携
・
協
働

体験学習会への参加 市民による水源林保全活動

河川の調査 シンポジウムでの講演

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
イ
メ
ー
ジ

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
流
域
に
関
わ
る
多
様
な
主
体
が
連
携
し
、

総
合
的
か
つ
一
体
的
な
取
組
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
多
様
な
主
体
の
連
携
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1-9



23

総合的かつ一体的な取組
○協議会の開催
○流域水循環計画の策定
○計画の積極的な推進
○定期的な取組状況と
　目標達成状況の評価
○情報の共有と発信
○計画の見直し

※地域によっては、公的機関
　などが協議会の役割を果た
　しているところもあります。

流域水循環協議会

活動への協力 自発的活動
○生態系の保全 ○森林や河川の保全
　（清掃活動など） 　（間伐や清掃活動など）
○地下水保全活動 ○地域活動への協賛
○財政的協力 ○地下水の保全と利用
　（地下水保全への協力金等） 

 

事業者

調査・研究 学術的活動
○水循環のメカニズム等の ○学会・協会等への論文発表
　調査・研究 ○施策や取組へのアドバイス
○河川等の調査、データ収集 ○講演会 

有識者

施策への協力 意見・提案
○施策への参画 ○アンケート　など
　（地下水位、水温計測など） ○パブリックコメント　など
○学習会等への参加
 自発的活動
活動への参加 ○河川の清掃活動
○イベント、学習会への参加 ○シンポジウム等の開催
○ボランティアへの参加 ○節水

住民・団体

施策の実施・促進 普及啓発、教育
○水害、土砂災害、渇水への対応 ○教育（環境学習等）
　（ダムの運用など） ○イベント
○水インフラの整備・更新 ○情報発信（パンフレットなど）
　（上下水道など） 　
○条例等の制定

総合調整 
○各種施策の企画立案 
○広域調整 

モニタリング
○各種観測
○データ蓄積・分析

公的機関
国・県・市町村

連携

連携

連携

連携

連携・協働

連携・協働

連
携
・
協
働

連
携
・
協
働

協議会の開催

教育（環境学習）

地下水保全の取組 イベントへの協力

広域調整
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○ モニタリングによって地域の水に関するデー
タを継続して取得し、分析することによって
「水循環」を知る

○ 有識者も加わった科学的アプローチが重要

○	「見える化」された研究成果は、具体的施策に
つながる

継続する
方法を考える 地

域
の「
水
循
環
」を

知
る

「
目
指
す
姿
」を
共
有
す
る

○ 

水
循
環
施
策
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
る

○ 

補
助
金
・
交
付
金
な
ど
、
活
用
で
き
る
制
度
を
チ
ェ
ッ
ク

○ 地域ならではの「水循環」を描く
○ 先人の努力を知り、地域の物語

を知る

○ 水の恵みとともに、将来の水の
リスクも考慮する

多様な主体
が連携する

○ まず行政における連携を

○ トップと住民が参画する仕組みが重要

○ 適切な役割分担は、自覚と責任を生み出す

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
ポ
イ
ン
ト

1-10
ポイント

1

ポイント

2

ポイント

3

ポイント

4
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○ 地域を誇りに思える活動を

○ SNSなどで魅力ある発信を

○ 発想を変えてみる

○ まず「できる」と思うこと

○ 自分の目で見る、やってみる
○ 将来は、世界に紹介するくらいの意気込みを

熱い思いで
のぞむ

学び・行動する
○ 小さい頃の水辺の体験は一生もの
○ 学校教育は、やがて地域共通の認識に育つ

○ 水について考える場をつくる

新
た
な
価
値
を
つ
く
る

○	水のイメージは、地域の
価値を引き上げる

○ 新たな価値のヒントは、
他分野にもある

○ 水に関する貢献は、自ら
を輝かせる

普
及
啓
発
・ 

広
報
に
努
め
る

ポイント

5

ポイント

7

ポイント

6
ポイント

8



262　事例集

事
例
集

2



27

事
例
集

2



282　事例集

多彩な環境交流を楽しみ、育む
持続可能な都

ま

市
ち

 ・日光
自然と共生する環境にやさしいまちづくり

清けき朝（奥日光清流清湖フォトコンテスト入賞作品：湯ノ湖）

日
光
市
は
、
日
光
国
立
公
園
に
代
表
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
や
長
い
歴
史
に
基
づ
く
貴
重
な
文
化
遺
産
、

さ
ら
に
は
良
質
な
温
泉
な
ど
、
豊
富
で
多
様
な
資
源

に
恵
ま
れ
、
観
光
地
・
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
資
源
を
求
め
て
、
日
光
市
に

は
国
内
外
か
ら
年
間
１
２
０
０
万
人
を
超
え
る
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

日
光
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
自
然
環
境
や
景
観
・
温

泉
な
ど
を
適
切
に
保
全
し
、
今
後
も
活
用
し
て
い
く

た
め
、
こ
れ
ら
を
環
境
資
源
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
環
境
資
源
を
適
切
に
保
全
・
活
用
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
と
市
民
・

滞
在
者
と
の
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
や
交
流
が
育
ま
れ

る「
多
彩
な
環
境
交
流
を
楽
し
み
、
育
む
持
続
可
能

な
都
市
・
日
光
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
日
光
市
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
な

ど
を
将
来
世
代
に
継
承
し
て
い
く
べ
く
、
水
循
環
に

係
わ
る
水
資
源
・
水
辺
環
境
の
保
全
、
森
林
・
里
地

里
山
の
保
全
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
づ
く
り
な
ど
の

様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 【課　題】	 水環境

【主　体】	 日光市
【連絡先】	 日光市市民環境部
	 	 環境生活課

栃木県

Profile

日光市日光市

case
日光市（栃木県）01



29 日光市（栃木県）

日
光
市
で
は
、
２
０
１
０
年
に「
日
光

市
環
境
基
本
計
画
」を
策
定
し
、
環
境
保

全
に
関
す
る
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
は
、
日
光
市
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
つ
い
て
見
直
す
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
等
の
気
候
変
動
の

影
響
に
よ
り
短
時
間
強
雨
や
大
雨
の
発
生

頻
度
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
な
ど
、

環
境
問
題
は
身
近
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
今
日

の
環
境
問
題
や
課
題
に
対
応
し
、
未
来
に

向
け
て
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
２
０
１
９
年
に「
第
２
次
日
光

市
環
境
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
・
小

中
学
生
、
事
業
者
に
環
境
意
識
調
査
を
行

い
、
地
域
環
境
に
対
す
る
思
い
、
環
境
の

保
全
等
に
対
す
る
考
え
や
取
組
状
況
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
聴
取
し
、
計
画
策
定
の

参
考
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
計
画
で
は
、
目
指
す
べ
き
環
境

像
を「
多
彩
な
環
境
交
流
を
楽
し
み
、
育

む
持
続
可
能
な
都ま

市ち

・
日
光
」と
定
め
、

市
民
・
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
日
光
市
を

観
光
な
ど
で
訪
れ
る
滞
在
者
も
、
地
域
や

地
球
の
環
境
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
、
環

境
保
全
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990

「
日
光
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」施
行

2008.4

「
奥
日
光
清
流
清
湖
保
全
協
議
会
」設
立

1995

「
日
光
市
環
境
基
本
条
例
」施
行

2011.4

「
日
光
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」一
部
改
正

2012.4

「
日
光
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2010.2

「
第
２
次
日
光
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2019.12

「
第
２
次
日
光
市
環
境
基
本
計
画
」の
一
部

を
流
域
水
循
環
計
画
と
し
て
公
表

2021.12

「
第
２
次
日
光
市
総
合
計
画
」策
定

2016.3

分野別環境目標

第
２
次
日
光
市
環
境

基
本
計
画

具
体
的
に
は
、
左
図
の
５
つ
の
分
野
別

環
境
目
標
を
設
定
し
、
更
に「
自
然
と
の

多
彩
な
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
」、「
み
ん
な

で
３
Ｒ
を
進
め
る
」、「
日
光
市
全
体
の

C
O
2
を
減
ら
す
」と
い
う
３
つ
の
戦
略

的
重
点
取
組
に
よ
り
環
境
目
標
の
達
成
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
水
循
環
に
関
し
て
、
日
光
市
は
、

す
ぐ
れ
た
自
然
環
境
や
水
資
源
・
水
環
境

戦略的重点取組の推進

重点1：自然との多彩なふれあいを楽しむ

重点2：みんなで３Ｒを進める

重点3：日光市全体のCO2を減らす

に
恵
ま
れ
、
そ
れ
ら
を
楽
し
み
・
育
み
・

つ
な
い
で
き
た
歴
史
文
化
、
暮
ら
し
や
産

業
な
ど
の
数
多
く
の
環
境
資
源
を
有
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
自
然
と
の
多
彩
な
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、
自
然
と
の
共
生
の
あ
り

方
を
考
え
、
自
然
を
楽
し
み
・
育
み
・
つ

な
ぐ
、
自
然
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
ま
で
の
取
組
を
活
か
す

と
と
も
に
、
市
民
・
滞
在
者
が
自
然
と
の

多
彩
な
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
、
環
境
に
つ

い
て
学
び
・
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
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寄
附
金
を
活
用
し
た
取
組

「鍵」
その1奥

日
光
は
、
日
光
国
立
公
園
内
で
も
特

に
風
光
明
媚
な
地
域
で
、
季
節
ご
と
に
多

種
多
様
な
景
観
に
彩
ら
れ
る
自
然
探
勝
の

名
所
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
光
市
と
栃
木
県
で
は
、
こ
う
し
た
自

然
の
恵
み
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
続
け

る
た
め
、
１
９
９
５
年
に
国
や
地
域
団
体

な
ど
の
協
力
を
得
て
奥
日
光
清
流
清
湖
保

全
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
協
議
会
の

活
動
資
金
は
、
市
と
県
に
よ
る
事
業
費
の

負
担
と
、
企
業
か
ら
の
寄
附
金
に
よ
り
賄

わ
れ
て
お
り
、
清
流
の
保
全
対
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
域
住
民
や
行
政

関
係
者
な
ど
の
幅
広
い
協
力
の
下
で
水
質

保
全
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
協
議
会
で
は
、
多
く
の
人

に
奥
日
光
の
水
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

２
０
１
３
年
度
か
ら
２
０
１
９
年
度
ま
で

「
奥
日
光
清
流
清
湖
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
、
入
賞
作
品
を
写
真
集
と
し
て

ま
と
め
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
湯
ノ
湖
で
は
、
地
元
住
民
等

の
協
力
の
も
と
、
コ
カ
ナ
ダ
モ
の
刈
取

り
、
湖
畔
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
外

来
種
の
コ
カ
ナ
ダ
モ
は
、
春
か
ら
秋
に
か

け
て
栄
養
塩
類
を
吸
収
し
、
冬
に
枯
れ
る

と
栄
養
塩
類
が
湖
水
中
に
溶
け
出
し
、
湯

ノ
湖
の
富
栄
養
化
を
招
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
コ
カ
ナ
ダ
モ
が
枯
れ
る
前
に
刈
り
取

り
、
吸
収
し
た
栄
養
塩
類
を
湖
外
に
除
去

す
る
こ
と
で
、
湯
ノ
湖
の
富
栄
養
化
を
防

い
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
光
市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
日

光
応
援
寄
附
金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
活

用
し
て
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復

に
努
め
て
い
ま
す
。
日
光
市
は
、
市
内
各

地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
・
風
土
・
文
化
の

河
川
等
水
質
分
析
は
、
河
川
環
境
の
維

持
及
び
達
成
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
年
３
回
、
市
内
を
流
れ
る
河

川
水
及
び
農
業
用
水
の
水
質
の
分
析
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
下
水
水
質

概
況
調
査
は
、
市
内
地
下
水（
井
戸
水
）に

お
け
る
有
害
物
質
等
の
一
般
的
な
状
況
を

把
握
し
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

年
１
回
、
市
内
８
箇
所
で
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

日
光
市
で
は
、
行
政
か
ら
の
資
金
だ
け

で
は
な
く
、
多
様
な
主
体
の
協
力
を
得
て
、

企
業
か
ら
の
寄
附
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
も

活
用
し
な
が
ら
水
環
境
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

な
か
で
育
ま
れ
た
地
域
特
性
が
あ
り
、
誇

る
べ
き
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、「
日
光
ら
し
さ
」で
あ
り
、
日
光

市
の
可
能
性
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ふ

る
さ
と
日
光
応
援
寄
附
金
」に
よ
っ
て
、

こ
の
可
能
性
を
活
か
し
、
市
長
が
特
に
ふ

る
さ
と
日
光
の
創
造
に
寄
与
す
る
と
認
め

る
事
業
の
ほ
か
、
環
境
保
全（
自
然
共
生

社
会
、脱
炭
素
社
会
の
構
築
と
環
境
学
習
・

観
光
の
振
興
の
促
進
）、
資
源
循
環（
資
源

循
環
型
社
会
の
構
築
）な
ど
の
事
業
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
循
環
に
関
し
て
は
、
２
０
２
１
年
度

は
、
河
川
等
水
質
分
析
と
地
下
水
水
質
概

況
調
査
に
寄
附
金
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

奥日光清流清湖保全協議会発行の
パンフレット

奥日光清流清湖保全
協議会の紹介動画

ホームページのふるさと日光応援寄附金の募集サイト
※表示内容は変更する可能性があります。



31 日光市（栃木県）

の
ふ
れ
あ
い
・
環
境
学
習
を
楽
し
む
情
報

の
発
信
・
提
供
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
・

体
験
学
習
を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
活
動

の
支
援
な
ど
も
進
め
て
い
ま
す
。

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
奥
日
光
清

流
清
湖
保
全
協
議
会
に
よ
る
湯
ノ
湖
コ
カ

ナ
ダ
モ
刈
取
り
な
ど
、
優
れ
た
自
然
環
境

の
保
全
・
再
生
・
活
用
や
生
態
系
・
生
物

多
様
性
の
保
全
に
向
け
た
取
組
を
、
市
民

や
市
民
団
体
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
と
の
多
彩
な
ふ
れ
あ
い
づ

く
り
の
た
め
、
地
域
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
・
体
験
で
き
る
環
境
の
整
備
、
自
然
と

市
民
・
滞
在
者
が
自
然
と
の

多
彩
な
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
め
る
環
境
づ
く
り

「鍵」
その2日

光
国
立
公
園
に
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
湿
地「
奥
日
光
の
湿
原
」や
、
四
季

折
々
の
多
彩
な
自
然
景
観
、
多
様
な
生
物

環
境
な
ど
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
が
あ

る
と
と
も
に
、
日
光
市
内
に
は
世
界
に
誇

る
貴
重
な
歴
史
文
化
も
あ
り
ま
す
。
日
光

市
は
、
こ
れ
ら
を
環
境
資
源
と
位
置
づ
け
、

環
境
資
源
を
活
か
し
多
彩
な
環
境
交
流
が

生
ま
れ
る
街
を
目
指
し
、
保
全
・
活
用
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
伴

い
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
水
環
境
を
守
る

市
民
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
者
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
今
後

は
、
他
の
分
野
や
地
域
・
滞
在
者
と
の
連

携
強
化
に
よ
り
、
自
然
や
地
域
の
人
々
と

の
ふ
れ
あ
い
・
体
験
を
楽
し
み
な
が
ら
、

自
然
環
境
を
守
り
・
育
て
る
仕
組
み
づ
く

り
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
光
市
で
は
、
市
内
の
豊
か
で
優
れ
た

自
然
環
境
や
歴
史
文
化
等
を
活
か
し
、
市

民
・
滞
在
者
が
自
然
と
の
多
彩
な
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
め
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
環

境
学
習
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や「
日
光

水
の
あ
る
風
景
百
選
」の
選
定
と
発
信
な

ど
、
水
の
多
彩
な
恵
み
と
ふ
れ
あ
い
づ
く

ボランティア活動の様子

「奥日光の湿原」環境学習ハンドブック（一部抜粋）

奥日光清流清湖保全協議会による
湯ノ湖コカナダモ刈取りの様子
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源
流
域
の
多
様
な
水
辺
環
境
・

水
資
源
の
保
全
と
活
用

注目1
日
光
市
は
、
鬼
怒
川
と
渡
良
瀬
川
と
い

う
２
つ
の
河
川
の
上
流
域
に
位
置
し
、
自

然
豊
か
な
源
流
域
が
広
が
り
、
お
い
し
い

水
を
も
た
ら
す
豊
か
で
優
れ
た
水
源
環
境

を
有
し
て
い
ま
す
。
鬼
怒
川
の
上
流
に
あ

る
大
谷
川
は
豊
富
な
地
下
水
を
有
す
る
今

市
扇
状
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
日
光
市

内
に
は
数
多
く
の
湧
水
が
あ
り
、
地
表
に

湧
出
し
た
水
は
、
良
好
な
水
辺
環
境
を
形

成
し
、
地
域
の
自
然
や
生
活
・
産
業
に
多

く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
河
川
・
湖
沼
の
水
質
や
大
気
環
境
も

良
好
で
す
。

日
光
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
豊
か
で
優

れ
た
水
環
境
を
良
好
な
状
態
で
保
全
し
、

健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復
を
図
る
た

め
、
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

源
流
域
や
湧
水
な
ど
の
多
様
な
水
辺
環

境
・
水
資
源
の
保
全
に
向
け
た
取
組
と
し

て
は
、
源
流
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
森

林
の
水
源
か
ん
養
機
能
の
保
全
と
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、湧
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
湧
水
調
査
や
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ト

ナ
ー
制
度
に
よ
る
河
川
公
園
等
の
清
掃
活

動
な
ど
地
域
の
環
境
や
水
を
守
る
活
動
を

進
め
て
い
る
団
体
と
の
連
携
強
化
や
協

力
・
支
援
、
河
川
愛
護
の
普
及
啓
発
、
水

辺
の
清
掃
・
環
境
美
化
活
動
の
促
進
な
ど
、

様
々
な
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
水
資
源
の
活
用
に
向
け
た
取
組

と
し
て
は
、「
日
光
水
の
あ
る
風
景
百
選
」

の
発
信
、
水
と
の
ふ
れ
あ
い
や
体
験
、
エ

コ
ツ
ア
ー
な
ど
の
活
用
の
促
進
、
湧
水
や

ア
ク
ア
ス
ポ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
豊
か
な
地

下
水
・
お
い
し
い
水
の
発
信
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。

の
保
全
・
発
揮
に
向
け
た
取
組
と
し
て
は
、

か
つ
て
の
足
尾
銅
山
の
煙
害
等
に
よ
り
荒

廃
し
た
足
尾
源
流
の
森
再
生
と
し
て
行
政
、

市
民
団
体
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に

よ
る
植
林
活
動
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
日
光
市
農
業
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
計
画
」に

よ
る
農
業
・
農
村
が
有
す
る
多
面
的
機
能

の
保
全
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
推
進
に
向
け

た
取
組
と
し
て
は
、
農
林
水
産
物
の
地
産

地
消
の
推
進
と
普
及
、
地
元
産
材
活
用
の

推
進
に
よ
る
森
林
の
保
全
・
整
備
の
促
進
、

栃
木
県
が
進
め
て
い
る「
と
ち
ぎ
の
元
気

な
森
づ
く
り
」と
連
携
し
た
取
組
の
普
及

と
促
進（
公
共
施
設
や
集
客
施
設
な
ど
の

木
造
・
木
質
化
の
推
進
な
ど
）、
間
伐
材

や
製
材
廃
棄
物
な
ど
木
質
資
源
の
有
効
活

用
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

森
林
・
里
地
里
山
の
保
全
と
活
用

注目2
市
内
全
域
に
ま
た
が
る
森
林
は
、
亜
寒

帯
か
ら
温
帯
ま
で
多
様
な
植
生
で
構
成
さ

れ
、
多
彩
で
豊
か
な
自
然
環
境
や
自
然
景

観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
森
林
は
、
水
源

か
ん
養
や
国
土
の
保
全
、
快
適
な
環
境
の

形
成
、
保
健
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文

化
の
維
持
・
継
承
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
木
材
の
生
産
な
ど
、

多
面
的
な
機
能
を
発
揮
し
、
人
々
が
豊
か

に
生
活
す
る
上
で
大
切
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

日
光
市
で
は
、
森
林
や
里
地
里
山
の
環

境
が
果
た
し
て
い
る
多
面
的
な
機
能
を
守

る
と
と
も
に
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を

図
る
た
め
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
森
林
や
里
地
里
山
の
多
面
的
機
能

流域マネジメント、ここにも「注目」

「とちぎの元気な森づくり」パンフレット（栃木県）

栃木県産材を使用した、日光市自然体験交流センター

日光水のある風景百選（一部抜粋）



33 日光市（栃木県）

次
世
代
に
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
た
日
光
市
総

合
計
画
と
連
携
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
よ
り
、
第
２
次
日
光
市
環
境
基
本
計

画
は
進
行
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
計
画

に
お
い
て
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
る
事
項
の
実
施
状
況
は
、
日

光
市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
年
次
報

告
書
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
広
報
紙
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
循
環
に
関
す
る
取
組
は
、
水
の
輪
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

日
光
市
環
境
基
本
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
令
和
元
年
度
実
施
状
況
報
告
書
に

は
、
奥
日
光
の
清
流
保
全
、
良
好
な
水
環

境
の
保
全
、
水
の
交
流
づ
く
り
等
に
関
し

て
、
施
策
ご
と
に
環
境
指
標
や
最
終
年
度

の
目
標
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

奥
日
光
の
清
流
保
全
に
つ
い
て
は
、
コ

カ
ナ
ダ
モ
の
除
去
等
に
よ
る
水
質
浄
化
対

策
の
実
施
日
数
と
、
湯
ノ
湖
・
湯
川
・
中

禅
寺
湖
の
水
質
の
値
が
指
標
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
河
川
・
湖
の
水
質
は
概
ね
横

ば
い
傾
向
で
最
終
年
度
目
標
を
満
足
し
て

い
な
い
項
目
も
見
ら
れ
ま
す
。
良
好
な
水

環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
公
共
水
域
の

水
質
、
生
活
排
水
処
理
人
口
普
及
率
を
指

標
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
最
終
年
度
目

標
に
向
け
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
の
交
流
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
湧
水

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
、
水
環
境
保
全
活

動
実
施
回
数
を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
指
標
は
や
や
減
少
傾
向
で
最
終
年　

度
目
標
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
う
に
奥
日
光
の
清
流
保
全
や

生
活
排
水
対
策
の
指
標
は
お
お
む
ね
良
好

で
す
が
、
水
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
は
、
湧
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
が

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
周

知
や
募
集
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

活動の	
効　果

施
策
ご
と
の
環
境
指
標

目
標
達
成
状
況

指標と目標達成状況

目標値に対する成果の状況
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未来に続く、緑と水あふれる
ほっとするまち 調布

連携と協働によるより良い環境の保全と回復に向けた取組

野川の桜並木

調
布
市
は
、
東
京
都
の
ほ
ぼ
中
央
、
多
摩
地
区
の

南
東
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
広
大
な
武
蔵
野
台
地

の
南
縁
に
あ
る
調
布
市
は
、
多
摩
川
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
武
蔵
野
段
丘
と
立
川
段
丘
の
２
つ
の
段
丘
と

沖
積
低
地
か
ら
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
形
か
ら
な
る
調
布
市
は
、
多
摩
川

や
野
川
な
ど
の
水
辺
、
国
分
寺
崖
線
や
布
田
崖
線
、

仙
川
崖
線
、
深じ

ん

大だ
い

寺じ

周
辺
の
社
寺
林
や
屋
敷
林
、
湧

水
や
水
田
等
、
豊
か
な
水
と
緑
の
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
崖
線
の
崖
下
か
ら
は
地
下
水
が
豊
富
に
湧

き
出
し
、
市
内
の
中
央
部
を
貫
流
す
る
野
川
や
、
東

部
を
流
れ
る
野
川
支
流
の
入
間
川
、
仙
川
の
主
な
水

源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調
布
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
環
境
資
源
を

守
り
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、「
持
続
可
能
な
人
間

社
会
の
存
続
と
す
べ
て
の
生
き
も
の
が
共
存
す
る
地

球
、
地
域
環
境
を
保
全
・
回
復
・
創
出
す
る
」と
い
う

基
本
理
念
の
下
、「
未
来
に
続
く
、
緑
と
水
あ
ふ
れ
る

ほ
っ
と
す
る
ま
ち　

調
布
」を
目
指
す
環
境
の
将
来

像
と
し
て
掲
げ
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【課　題】	 水環境
【主　体】	 調布市
【連絡先】	 調布市環境部環境政策課

Profile

調布市調布市

東京都

02
case

調布市（東京都）
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調
布
市
で
は
、
２
０
１
６
年
３
月
に
、

環
境
保
全
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、「
未
来
に

続
く
、
緑
と
水
あ
ふ
れ
る
ほ
っ
と
す
る
ま

ち	

調
布
」を
将
来
像
と
す
る「
調
布
市
環

境
基
本
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
、「
豊

か
な
緑
と
水
や
多
様
な
生
物
を
育
む
ま

ち
」、「
人
と
環
境
が
調
和
す
る
快
適
で
美

し
い
ま
ち
」、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活

環
境
が
確
保
さ
れ
る
ま
ち
」、「
低
炭
素
で

循
環
型
の
社
会
の
形
成
を
目
指
し
実
現
す

る
ま
ち
」、「
み
ん
な
の
力
で
よ
り
良
い
環

境
を
目
指
す
ま
ち
」の
５
つ
の
基
本
目
標

に
沿
っ
て
様
々
な
施
策
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

２
０
２
１
年
３
月
に
は
、
そ
の
後
の
環

境
行
政
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢
の
変
化
等
を

踏
ま
え
て
計
画
の
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
基
本
理
念
や
基
本
目
標
を
踏

襲
し
つ
つ
、
目
標
ご
と
に
施
策
の
方
針
や

具
体
的
な
施
策
が
体
系
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
改
定
で
は
、
次
代
を
担
う

小
・
中
学
生
に
、
計
画
の
内
容
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め「
こ
ど
も
版
調
布
市
環
境
基

本
計
画
」も
発
行
し
て
い
ま
す
。

更
に
今
回
改
定
さ
れ
た「
調
布
市

環
境
基
本
計
画
」の
一
部
が
、
新
た
に

「
流
域
水
循
環
計
画
」と
し
て
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990

「
調
布
市
環
境
基
本
条
例
」制
定

「
調
布
市
環
境
管
理
計
画
」策
定

1995.3

「
調
布
市
総
合
計
画（
（
平
成
25
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
）」策
定

2013.4

「
調
布
市
環
境
基
本
計
画
」改
定

2016.3

「
調
布
市
環
境
基
本
計
画
」改
定

2021.3

「
調
布
市
環
境
基
本
計
画
等
改
定
委
員
会
」

設
置

2020.4

「
調
布
市
環
境
基
本
計
画
」の
一
部
を
流
域

水
循
環
計
画
と
し
て
公
表

2021.7

「
調
布
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2006.3

調
布
市
環
境

基
本
計
画

市が目指す環境の姿と基本目標 こども版環境基本計画

調布市環境基本計画
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環
境
保
全
活
動
を
通
じ
た

人
材
育
成

「鍵」
その1

調
布
市
で
は
、
環
境
保
全
活
動
に
参
加

す
る
人
材
、
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
材

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
市
民
、
事
業
者
、

環
境
活
動
団
体
等
の
取
組
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
環
境
保
全
活
動
の
連
携
・
協

働
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
に
関
し
て
は
、
市
民
・
市
民

団
体
・
事
業
者
で
構
成
さ
れ
る「
ち
ょ
う
ふ

環
境
市
民
会
議
」が
中
心
と
な
り
、「
雑
木

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」を
は
じ
め
と
す
る
各

種
環
境
講
座
、「
が
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」、
環

境
活
動
の
交
流
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
多
摩
川
自
然
情

報
館
」で
は
、
環
境
学
習
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
解
説
員
養
成
講
座
等
を
開
催
す
る

な
ど
、
様
々
な
主
体
が
協
力
し
て
市
民
の
普

及
啓
発
、
担
い
手
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
環
境
保
全
活
動
へ
の
参
加
に
つ

い
て
は
、
調
布
市
で
は
、
２
０
０
０
年
か

ら
市
民
と
の
協
働
で
崖
線
の
保
全
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
10
月
時

点
で
は
、
市
内
７
箇
所
の
崖
線
樹
林
地
に

お
い
て
、
市
民
団
体
が
樹
林
の
保
全
や
管

理
等
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
小
・
中
学
生
が
河
川
や
緑
地
な
ど
で

の
自
然
体
験
を
通
じ
て
環
境
を
学
ぶ「
調

布
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
事
業
」や
市
民
と

市
が
協
働
で
市
内
の
自
然
環
境
を
見
守
り
、

自
然
環
境
の
保
全
に
役
立
て
る「
調
布
市

環
境
モ
ニ
タ
ー
事
業
」の
運
営
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
河
川
の
保
全
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
環
境
学
習
活
動
、

清
掃
活
動
等
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
市
民

団
体
も
複
数
存
在
し
ま
す
。

環
境
学
習
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
は
、

次
代
を
担
う
小
・
中
学
生
に
、
身
近
な
自

然
や
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
関
心
を

持
ち
、
自
ら
解
決
に
向
け
た
行
動
に
つ
な

げ
て
も
ら
う
た
め
、
湧
水
・
樹
林
地
等
に

お
け
る
自
然
観
察
会
、「
調
布
水
辺
の
楽

校
」、「
調
布
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」な
ど

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の

身
近
な
水
辺
環
境
や
深
大
寺
・
佐
須
地
域

等
の
自
然
資
源
を
環
境
学
習
等
に
活
用
す

る
取
組
と
し
て
、
自
然
環
境
マ
ッ
プ
の
作

成
・
配
布
や
深
大
寺
・
佐
須
地
域
に
お
け

る
農
の
風
景
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
の
作
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
内
の
自
然
環
境
の
再
発

見
と
、生
物
多
様
性
へ
の
理
解
を
深
め
る
目

的
で
、「
調
布
市
い
き
も
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
感
じ
よ
う
！
生
物
多
様
性
」が
２
０
１
０

年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
供
達
を

対
象
と
し
た

環
境
学
習
の
推
進

「鍵」
その2

調
布
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
関

す
る
情
報
を
市
民
に
提
供
す
る
た
め
に
、

「
環
境
年
次
報
告
書
」、「
ち
ょ
う
ふ
環
境

に
ゅ
～
す
」の
発
行
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
、
情
報
発
信
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、「
ち
ょ
う
ふ
環
境
市
民
会
議
」と

連
携
し
て「
調
布
が
い
せ
ん
ウ
ォ
ー
ク
」を

開
催
す
る
な
ど
、
市
民
が
身
近
な
自
然
環

境
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
の
提
供
も

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
に
関
心
を
持
っ
た
市
民
と

環
境
活
動
団
体
と
を
つ
な
ぎ
、
担
い
手
と
な

る
市
民
を
増
や
し
て
い
く
た
め
、
環
境
活
動

団
体
等
と
協
力
し
な
が
ら
、
拠
点
施
設
の
設

置
や
環
境
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

拠
点
施
設
と
な
る
調
布
市
の「
多
摩
川

自
然
情
報
館
」は
、
多
摩
川
を
中
心
と
し

た
市
内
の
自
然
環
境
を
紹
介
す
る
施
設

で
、
館
内
に
は
多
摩
川
の
魚
や
植
物
、
昆

虫
な
ど
の
実
物
が
見
ら
れ
る
展
示
室
や
、

多
摩
川
の
ミ
ニ
生
態
系
を
再
現
し
た
い

き
も
の
プ
ー
ル
、
自
然
環
境
に
関
す
る

本
を
そ
ろ
え
た
学
習
室
が
あ
り
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

雑木林ボランティア講座

こどもエコクラブ

「調布水辺の楽校」の様子
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ちょうふ環境にゅ～す

雨水浸透ます設置の啓発チラシ

湧水の紹介看板

深大寺・佐須地域の公有化
土地を活用した環境学習

「調布市多摩川自然情報館」
内のいきものプール

流域マネジメント、ここにも「注目」
湧
水
や
湿
地
等
の
保
全
と
回
復

注目1
崖
線
下
か
ら
湧
き
出
す
地
下
水
は
、
市

内
の
中
央
部
を
貫
流
す
る
野
川
や
、
東
部

を
流
れ
る
野
川
支
流
の
入
間
川
等
の
主
な

水
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年

都
市
化
が
進
み
、
２
０
１
８
年
度
の
湧
水

調
査
で
は
、
市
内
に
29
か
所
の
湧
水
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
湧
水
は
減
少
し
て

い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

調
布
市
で
は
、
東
京
都
の「
雨
水
浸
透

指
針
」や「
調
布
市
自
然
環
境
の
保
全
等
に

関
す
る
条
例
」に
基
づ
い
て
、
緑
の
保
全
、

健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復
、
地
下
水
・

湧
水
の
保
全
・
回
復
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
条
例
で
は
、
湧
水
、
湿
地
、
池
、
水
路
、

河
川
等
が
生
き
物
の
生
存
に
と
っ
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に

配
慮
し
て
、
こ
れ
ら
の
保
全
及
び
回
復
を

図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
公
共
施
設
に
お
い
て
、
雨

水
浸
透
ま
す
・
浸
透
ト
レ
ン
チ
等
の
設
置

や
道
路
等
へ
の
透
水
性
舗
装
採
用
等
に
よ

り
、
地
下
水
の
涵
養
が
積
極
的
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
施
設
に
お
い
て

も
雨
水
浸
透
施
設
等
の
設
置
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
１
９
９
７
年
に
は「
調
布
市
雨
水

浸
透
ま
す
設
置
要
綱
」が
定
め
ら
れ
、
既
存

住
宅
へ
の
雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置
促
進
も

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
雨
水
浸
透
施
設

の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
国
土
交
通
省
や
東

京
都
の
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復

の
た
め
に
は
、
市
民
や
事
業
者
も
含
め
流

域
全
体
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
雨
水
浸
透

や
節
水
等
の
取
組
の
重
要
性
に
つ
い
て
普

及
啓
発
も
図
っ
て
い
ま
す
。
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重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
定

注目2
調
布
市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
で
掲
げ

た
環
境
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
計

画
期
間
内
に
重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
を

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
、

計
画
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、「
市
民

の
心
の
安
ら
ぎ　

緑
と
水
を
守
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」は
、「
緑
の
保
全
」、「
水
循
環

の
回
復
と
水
環
境
の
再
生
」、「
都
市
農
地

や
里
山
環
境
の
維
持
・
保
全
」、「
生
物
の

生
息
空
間
の
保
全
」の
４
つ
を
主
要
な
施

策
と
し
て
お
り
、
主
に
こ
の
施
策
に
基
づ

き
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復
、
水

環
境
の
再
生
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、

「
み
ん
な
が
主
役　

環
境
を
学
ん
で
楽
し

む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、「
環
境
意
識
の

醸
成
」、「
学
び
と
活
動
体
験
機
会
の
充

実
」、「
活
動
の
担
い
手
と
な
る
人
材
育
成

と
活
動
支
援
」、「
様
々
な
主
体
と
活
動
の

環
の
拡
大
」の
４
つ
を
主
要
な
施
策
と
し
、

環
境
教
育
・
環
境
学
習
を
通
じ
て
、
全
て

の
人
が
楽
し
み
な
が
ら
環
境
を
学
び
、
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
進
ん
で

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
各
施
策

に
つ
い
て
は
、
毎
年
そ
の
進
捗
を
管
理
し
、

市
民
等
が
主
体
的
に
行
う
取
組
も
合
わ
せ

て
取
組
状
況
を
把
握
し
、
取
り
ま
と
め
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
確
実
な
進
捗
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
里
山
や
水

辺
に
す
む
生
き
も
の
を
大
切
に
す
る
こ

と
を
意
識
し
て
い
る
人
の
割
合
は
３
割

程
度
い
る
も
の
の
、
身
近
な
緑
と
水
を

守
る
活
動
に
参
加
し
て
い
る
と
回
答
し

た
割
合
は
１
割
程
度
と
低
い
状
況
で
し

た
。
ま
た
、
直
近
１
年
以
内
に
環
境
活
動

に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
人
の
割
合
は

１
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
関

心
を
持
っ
て
い
る
人
が
半
数
近
く
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
を
増
や
す
た
め
に
活
動
を
気
軽
に
体

験
で
き
る
機
会
や
活
動
に
関
す
る
情
報

発
信
を
増
や
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
出
さ
れ
た
数
多
く
の
意

見
を
集
約
し
た
結
果
、
複
数
の
テ
ー
マ
に

共
通
し
て
、「
環
境
に
つ
い
て
子
ど
も
や

若
者
が
学
ぶ
機
会
、
親
子
で
体
験
で
き
る

機
会
の
充
実
」、「
様
々
な
媒
体
を
用
い
た

市
内
の
環
境
や
環
境
活
動
に
関
す
る
効
果

的
な
情
報
発
信
」、「
相
互
に
関
連
し
合
う

環
境
問
題
を
効
果
的
に
、
か
つ
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ
場
の
提
供
」と
い
っ
た
環
境
学

習
・
環
境
教
育
に
関
わ
る
視
点
か
ら
、
多

く
の
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
は
各
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
取
組
の
中
に
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
・

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

注目3
調
布
市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
の
改
定

に
あ
た
り
、
今
後
の
環
境
に
関
す
る
取
組

に
つ
い
て
市
民
の
意
見
・
ア
イ
デ
ア
を
幅

広
く
反
映
す
る
た
め
、
２
０
１
９
年
度
に

「
調
布
市
環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
等
に

関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」や「
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
度
に
は
、
メ
ー
ル

等
で
の
ア
イ
デ
ア
募
集
、
対
面
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

重点プロジェクト

重点プロジェクトの構成

市民アンケート結果
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環
境
基
本
計
画
に
基
づ
く
取
組
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
環
境
指
標
と
そ
の
目

標
値
に
照
ら
し
て
目
標
達
成
度
を
把
握
・

評
価
し
て
い
ま
す
。
評
価
結
果
は
年
１
回
、

年
次
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
水
循
環
に
か
か
わ
る
施
策

と
し
て
は「
水
辺
環
境
の
保
全
・
再
生
」、

「
多
様
な
自
然
環
境
の
活
用
」、「
活
動
の

担
い
手
と
な
る
人
材
育
成
と
活
動
支
援
」

等
が
あ
り
ま
す
。

「
水
辺
環
境
の
保
全
・
再
生
」に
関
す
る

施
策
で
は
、「
浸
透
施
設
等
の
設
置
に
よ

る
雨
水
の
浸
透
能
力
」が
環
境
指
標
と
し

て
設
定
さ
れ
、
令
和
７
年
ま
で
に
達
成
す

る
目
標
値
と
し
て
、
１
３
６
，４
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
／
時
間
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

令
和
３
年
度
時
点
で
は
１
１
８
，０
２
４

立
方
メ
ー
ト
ル
／
時
間
と
順
調
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

「
多
様
な
自
然
環
境
の
活
用
」に
関
す

る
施
策
で
は
、「
自
然
体
験
学
習
の
参
加

人
数
」と
し
て
９
，０
０
０
人
が
環
境
目
標

と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
令
和
３
年
度

で
は
９
，９
８
０
人
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
参
加
人
数
を
増
や
し
て
い
く
た
め

に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
広

報
活
動
に
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

「
活
動
の
担
い
手
と
な
る
人
材
育
成
と

活
動
支
援
」に
関
す
る
施
策
は「
活
動
の
担

い
手
と
な
る
人
材
の
人
数
」と
し
て
環
境

目
標
が
１
７
０
人
と
し
て
設
定
し
て
お
り
、

引
き
続
き
環
境
の
担
い
手
づ
く
り
の
た
め

の
環
境
講
座
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員

養
成
講
座
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

次
世
代
に
向
け
た
担
い
手
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
す
。

い
ず
れ
の
施
策
で
も
令
和
７
年
度
の
目

標
年
次
に
向
け
、
活
動
の
効
果
が
拡
大
し

て
お
り
、
引
き
続
き
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

活動の	
効　果

環
境
指
標
と

目
標
値
に
よ
る

目
標
達
成
度
の
把
握
・

評
価

実篤公園の湧水

浸透施設等の設置による雨水の浸透能力

自然体験学習の参加者人数

目標達成度
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恵みの水が美しく循環する
“水の王国とやま”
健全な水循環系の構築を目指して

海の環境観察会の様子

富
山
県
は
、
３
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
る
立

山
連
峰
か
ら
水
深
１
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
富
山
湾
に

至
る
ま
で
、
高
低
差
４
０
０
０
ｍ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
変
化
に
富
ん
だ
地
形
を
有
し
て
い
ま
す
。
美
し
く

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
四
季
の
移
り
変
わ
り

が
鮮
明
で
、
様
々
な
気
象
や
多
様
な
動
植
物
が
見
ら

れ
ま
す
。

地
形
的
な
特
徴
か
ら「
天
然
の
円
形
劇
場
」と
も
い

わ
れ
る
富
山
県
は
、
ほ
ぼ
独
立
し
た
水
循
環
系
を
有

し
て
い
ま
す
。
山
々
に
降
る
大
量
の
雪
の
恵
み
に
よ

り
、
１
年
を
通
じ
て
豊
か
で
清
ら
か
な
水
が
生
ま
れ
、

水
力
発
電
や
各
種
用
水
な
ど
多
目
的
に
水
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
水
の
恵
み
を
受

け
、
暮
ら
し
の
い
た
る
場
面
で
水
を
利
用
し
、「
水
の

王
国
と
や
ま
」を
築
い
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
富
山
県
で
は
、
豊
か
で
清

ら
か
な
水
を
未
来
に
残
す
た
め
１
９
９
１
年
に「
と

や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
関
係
者
が
連
携
し
て
、
水

に
関
わ
る
各
種
施
策
を
総
合
的
、
横
断
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

【課　題】	 水循環
【主　体】	 富山県
【連絡先】	 富山県生活環境文化部
	 	 県民生活課

Profile

富山県富山県

03
case

　富山県
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富
山
県
で
は
、
水
の
恵
み
が
多
い
郷
土

を「
将
来
の
県
民
か
ら
の
預
か
り
も
の
」

と
理
解
し
、「
県
民
が
未
来
に
向
け
て
郷

土
を
誇
れ
る
よ
う
水
を
守
り
、
未
然
に
水

の
問
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
」と
の

基
本
認
識
に
立
ち
、
豊
か
で
清
ら
か
な
水

を
将
来
に
受
け
継
ぐ
た
め
、
水
に
関
わ
る

各
種
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め

の
指
針
と
し
て
、
１
９
９
１
年
に「
と
や

ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
受

け
、
２
０
０
７
年
、
２
０
１
３
年
に
改
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
の
改
定
に
お
い
て
は
、「
天

然
の
円
形
劇
場
」と
も
い
わ
れ
る
富
山
県

独
特
の
地
形
に
よ
る
、
ほ
ぼ
独
立
し
た
水

循
環
系
に
着
目
し
、
水
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進

に
よ
り
、「
健
全
な
水
循
環
系
の
構
築
に

お
い
て
の
モ
デ
ル
県
を
目
指
す
」こ
と
と

し
た
ほ
か
、
地
球
的
規
模
で
の
水
の
問
題

に
対
す
る
総
合
的
な
施
策
の
推
進
を
重
要

な
課
題
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
の
改
定
以
降
、
水
源
地
に

お
け
る
適
正
な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る

た
め
の
措
置
を
定
め
た「
富
山
県
水
源
地

域
保
全
条
例
」が
制
定
・
施
行
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、「
水
循
環
基
本
法
」の
制
定
、「
水

循
環
基
本
計
画
」の
策
定
が
行
わ
れ
、
水

ビ
ジ
ョ
ン
は
２
０
１
７
年
に「
水
循
環
基

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
」

設
置

1993.9

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定

1991.3

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」改
定

(

第
２
回
）

2013.2

「
富
山
県
水
源
地
域
保
全
条
例
」制
定

2013.4

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」改
定

（
第
１
回
）

2007.3

「
富
山
県
総
合
計
画

「
元
気
と
や
ま
創
造
計
画
」策
定

2018.3

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」改
定

（
第
３
回
）

2019.3

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
」を

流
域
水
循
環
計
画
と
し
て
公
表

2017.1

富
山
県

と
や
ま
21
世
紀

水
ビ
ジ
ョ
ン

本
計
画
」に
基
づ
く「
流
域
水
循
環
計
画
」

と
し
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
近
年
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

る
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
水

に
関
係
す
る
他
法
令
や
関
連
計
画
も
見
直

さ
れ
る
な
ど
、
水
を
取
り
巻
く
情
勢
が
変

化
し
て
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
２
０
１
８

年
３
月
に
は
、
上
位
計
画
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
富
山
県
総
合
計
画「
元
気
と
や
ま

創
造
計
画
―
と
や
ま
新
時
代
へ
新
た
な

挑
戦
―
」が
策
定
さ
れ
、
各
種
施
策
等
の

整
合
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

２
０
１
９
年
３
月
に

水
ビ
ジ
ョ
ン
を
改
定

し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
に
改

定
し
た
水
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、
目
指
す
将
来

像
を「
恵
み
の
水
が
美

し
く
循
環
す
る“
水

の
王
国
と
や
ま
＂」と

し
、
①
豊
か
な
水
を

活
か
し
健
全
な
水
循

環
系
の
構
築
を
め

ざ
す
、
②
地
域
に
根

ざ
し
た
水
文
化
・
産

業
を
継
承
し
発
展
さ

せ
る
、
③
未
来
を
展

望
し
地
球
的
規
模
の

水
問
題
に
と
り
く
む
、

とやま21世紀水ビジョンの概要

と
い
う
３
つ
の
基
本
目
標
を
設
け
、
水
に

関
わ
る
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
全
な
水
循
環
系
を
構
築
し
、

水
文
化
の
継
承
・
発
展
や
安
心
で
き
る
水

利
用
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、「
人

づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」「
仕
組
み
づ
く

り
」の
視
点
か
ら
、
各
種
施
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
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若
い
世
代
を
中
心
と
し
た

担
い
手
の
確
保

「鍵」
その1富

山
県
内
の
豊
か
な
水
は
、
県
民
の
生

活
の
様
々
な
と
こ
ろ
で
利
用
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
保
全
に
は
、
若
い
世
代
を
中
心

と
し
た
担
い
手
の
確
保
が
必
要
で
す
。
若

い
世
代
が
水
に
関
す
る
学
習
や
観
察
、
体

験
活
動
を
通
し
て
水
に
対
す
る
興
味
を
持

ち
、
水
環
境
の
大
切
さ
を
認
識
す
る
こ
と

は
、
次
世
代
へ
の
水
文
化
の
継
承
と
と
も

に
、
豊
か
な
人
間
形
成
の
た
め
に
も
重
要

で
す
。

富
山
県
で
は
、
水
環
境
の
保
全
に
関
す

る
若
者
の
理
解
を
深
め
、
水
環
境
保
全
活

動
へ
の
自
主
的
な
参
加
に
つ
な
げ
る
た
め
、

森
・
川
・
海
の
環
境
観
察
会
等
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
習
・
観
察
の
機
会
を
提
供
す

る
た
め
に
、
①
地
域
や
学
校
、
家
庭
が
主

体
と
な
っ
た
水
辺
で
の
活
動
、
バ
ス
等
を

利
用
し
た
ツ
ア
ー
、
体
験
学
習
会
の
開
催
、

②
水
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
取
組
、

③
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
活
用
し
、
地
域
住

民
や
活
動
団
体
に
よ
る
水
環
境
保
全
活
動

の
情
報
提
供
、
活
動
時
に
使
用
す
る
器
具

の
貸
出
し
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
下
水
の
守
り
人

「鍵」
その2県

内
の
豊
か
で
清
ら
か
な
地
下
水
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、	

県
と
公
益
財
団

法
人
と
や
ま
環
境
財
団
で
は
、
２
０
１
２

年
度
か
ら「
地
下
水
の
守
り
人
」の
養
成
・

登
録
を
行
い
、
地
域
に
根
差
し
た
地
下
水

保
全
活
動
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

守
り
人
は
、
町
内
の
消
雪
設
備
の
点
検

や
工
場
等
で
の
節
水
活
動
、
名
水
・
湧
水

の
保
全
や
地
下
水
保
全
に
関
す
る
環
境
教

育
な
ど
地
域
で
の
地
下
水
保
全
活
動
の
実

践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

海辺の漂着物調査の様子

地下水を利用する消雪設備の点検

名水・湧水の保全活動

水土里探訪ウォーク（円筒分水槽）の様子

地下水保全に関する環境教育
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不動滝の霊水

「水と緑の森づくり税」概要

流域マネジメント、ここにも「注目」
県
民
全
体
で
支
え
る

水
源
地
域
の
森
づ
く
り

注目1
森
林
は
、
水
源
涵
養
だ
け
で
な
く
、
山

地
災
害
防
止
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
水
質

浄
化
、
野
生
動
植
物
の
生
息
地
な
ど
の
多

面
的
な
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

富
山
県
で
は
森
林
の
状
態
や
立
地
条
件
等

に
応
じ
て
、
多
様
な
森
づ
く
り
を
県
民
参

加
に
よ
り
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

た
な
財
源
と
し
て
、
２
０
０
７
年
度
か
ら

「
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
」を
導
入
し
て
い

ま
す
。

天
然
林
に
お
け
る
取
組
と
し
て
は
、
集

落
周
辺
の
里
山
に
お
い
て
、
水
と
緑
の
森

づ
く
り
税
を
活
用
し
て「
地
域
ニ
ー
ズ
等

に
応
じ
た
多
様
な
里
山
の
再
生
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

人
工
林
に
お
け
る
取
組
と
し
て
は
、
森

林
資
源
の
循
環
利
用
を
通
じ
た「
循
環
型

社
会
に
貢
献
す
る
持
続
的
な
木
材
生
産
」

に
重
点
を
置
い
て
森
林
整
備
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
手
入
れ
不
足
で
過
密
と

な
っ
た
人
工
林
や
竹
林
が
侵
入
し
た
人
工

林
で
は
、
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
を
活
用

し
て
、
広
葉
樹
と
ス
ギ
な
ど
が
混
在
す
る

混
交
林
に
誘
導
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
森

林
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
は
、
長
期
的
、
継
続
的
な
取

組
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
ハ
ー
ド
整

備
以
外
に
も
、
森
づ
く
り
の
理
念
、
施
策

の
基
本
計
画
等
を
盛
り
込
ん
だ「
富
山
県

森
づ
く
り
条
例
」に
基
づ
き
、
県
民
全
体

で
支
え
る
森
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
民
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、「
と
や
ま
の
森
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
通
じ
て
、
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
水
を
利
用
し
た
地

場
産
品
等
の
販
売
促
進
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

水
の
魅
力
を
活
か
し
た
観
光
振
興
の

取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。
富
山
県
は
、
黒

部
峡
谷
、
神
通
峡
、
庄
川
峡
と
い
っ
た
美

し
い
峡
谷
、
大
小
様
々
な
河
川
、
全
国
の

名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
８
つ
の
名
水
、
宇

奈
月
温
泉
、
庄
川
温
泉
郷
、
氷
見
温
泉
郷
、

春
日
温
泉
郷
な
ど
の
温
泉
、疏
水
百
選（
県

内
で
４
地
区
）な
ど「
水
」に
関
連
す
る
豊

か
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
加
え
、「
立た

て

山や
ま

弥み

陀だ

ヶが

原は
ら

・
大だ
い

日に
ち

平だ
い
ら

」の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
へ
の
登
録
、

立
山
連
峰
に
お
け
る
氷
河
の
発
見
、
富
山

湾
の「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」へ

の
加
盟
な
ど
、
新
た
な
魅
力
の
創
出
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
魅
力
を
増
し
た

観
光
資
源
の
保
全
と
効
果
的
な
情
報
発
信

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
観
光
振
興
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

水
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興

注目2
富
山
県
で
は
、
立
山
連
峰
を
源
と
す
る

豊
か
で
清
ら
か
な
水
を
利
用
し
た
お
酒
や
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
、「
富
富
富（
ふ
ふ
ふ
）」な
ど

の
富
山
米
の
生
産
を
推
進
し
、「
富
山
ブ

ラ
ン
ド
」と
し
て
確
立
す
る
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
環
境
と
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
、
豊
富
で
良
質
な
水
を
活
用

し
た
企
業
の
誘
致
・
産
業
の
振
興
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

富
山
県
の
地
質
に
は
、
数
億
年
か
ら
数

千
年
前
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
地
層

や
岩
石
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
山
岳
地
帯

を
形
成
す
る
花
崗
岩
は
水
を
ろ
過
す
る

働
き
が
あ
り
、
丘
陵
地
等
を
形
成
す
る

新
第
三
紀
の
地
層
や
岩
石
、
石
灰
質
の

岩
石
か
ら
は
、
水
の
う
ま
み
と
な
る
各

種
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
溶
け
出
し
、
お
い
し

い
と
や
ま
の
水
を
作
っ
て
い
ま
す
。
環

境
省
が
１
９
８
５
年
に
選
定
し
た「
名
水

百
選
」と
２
０
０
８
年
に
選
定
し
た「
平

成
の
名
水
百
選
」に
は
、
富
山
県
か
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
４
か
所
ず
つ
選
ば
れ
て
お
り
、

熊
本
県
と
並
び
全
国
最
多
で
す
。

こ
の
よ
う
な
名
水
を
活
用
し
て
様
々

な
観
光
イ
ベ
ン
ト
で「
水
の
王
国
と
や

ま
」の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も

に
、「
と
や
ま
の
名
水
」を
Ｐ
Ｒ
し
、
ミ
ネ

黒部渓谷
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地
下
水
の
保
全
と
涵
養

注目3
豊
か
で
清
ら
か
な
富
山
県
の
地
下
水
は
、

生
活
用
水
や
工
業
用
水
と
し
て
、
県
民
の

生
活
基
盤
を
支
え
る
と
と
も
に
、
富
山
県

の
貴
重
な
風
土
、
自
然
環
境
を
構
成
す
る

要
素
に
も
な
っ
て
お
り
、
県
民
共
有
の
貴

重
な
財
産
で
す
。

こ
の
貴
重
な
地
下
水
に
つ
い
て
、
高
度

経
済
成
長
期
に
一
部
の
地
域
で
塩
水
化
な

ど
の
地
下
水
障
害
が
見
ら
れ
た
た
め
、
富

山
県
で
は
、「
富
山
県
地
下
水
の
採
取
に

関
す
る
条
例（
地
下
水
条
例
）」を
制
定
し
、

こ
れ
ら
の
地
域
を
対
象
に
地
下
水
の
採
取

規
制
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
１
９
９
２
年
度
に
は
、
豊
か

で
清
ら
か
な
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ
て

確
保
す
る
た
め
、
県
下
平
野
部
全
域
を
対

象
と
し
た「
富
山
県
地
下
水
指
針（
地
下
水

指
針
）」を
策
定
し
、
地
下
水
の
保
全
、
適

正
利
用
及
び
涵
養
等
の
施
策
を
総
合
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
指
針
で
は
、
平
野
部
を
17
の
地
下

ご
と
に
地
下
水
障
害
が
生
じ
ず
、
安
定
的

に
地
下
水
が
確
保
で
き
る
適
正
揚
水
量
を

定
め
、
実
際
の
地
下
水
揚
水
量
が
こ
れ
を

上
回
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
に
改
定
し
た
現
行
の
第

４
次
指
針
で
は
、
土
地
利
用
状
況
な
ど
の

変
化
を
踏
ま
え
て
、
適
正
揚
水
量
の
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
降
雪
時
に
、
消
雪

設
備
の
一
斉
稼
働
に
伴
う
地
下
水
位
の
大

幅
な
低
下
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
街
地

な
ど
一
部
の
地
域
を
対
象
と
し
て
、
地
下
水

利
用
者
へ
の
節
水
協
力
を
呼
び
か
け
る
た
め

の
注
意
喚
起
水
位
を
新
た
に
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
２
０
１
８
年
度
に

は
、
冬
期
間
に
地
下
水
位
が
注
意
喚
起
水

位
を
下
回
り
、
そ
の
状
態
が
継
続
す
る
と

見
込
ま
れ
る
場
合
に
、
地
下
水
位
低
下
注

意
報
等
を
発
令
し
て
地
下
水
利
用
者
に
節

水
協
力
を
呼
び
か
け
る
取
組
み
を
開
始
し
、

２
０
２
１
年
１
月
と
２
月
の
大
雪
時
に
は
、

富
山
市
を
対
象
に
地
下
水
位
低
下
注
意
報

を
発
令
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
下
水
の
保
全
・
適
正
利
用
の

推
進
の
た
め
、
地
下
水
節
水
事
例
集
の
作

成
・
周
知
、
地
下
水
保
全
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
条
例
に
基
づ
く
設
備
の
立
入
検

査
等
を
通
じ
て
地
下
水
の
節
水
や
合
理
的

利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
町
村
や
関
係
団
体
と
の
連

携
に
よ
る
冬
期
間
の
水
田
を
活
用
し
た
、

地
下
水
涵
養
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

富山県地下水指針の概要

地下水保全リーフレット 地下水節水事例集 冬期間の地下水位低下時の注意報等発令（イメージ）

県内の地下水位（月平均値）の推移

地下水条例に基づく工場・事業場の監視・指導

地下水位の観測体制
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１
９
９
１
年
か
ら
水
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
各
種
施
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
河
川
で
の
治
水
安
全
度
の
向
上

や
水
資
源
開
発
が
進
む
と
と
も
に
、
水
源

地
域
の
適
正
な
土
地
利
用
や
河
川
等
の
水

環
境
の
保
全
・
改
善
、
地
下
水
の
保
全
や

適
正
利
用
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
に
よ
り
得
ら
れ
る
良
質
で
豊
富
な
水

や
電
力
等
に
よ
り
地
場
産
業
や
工
業
等
の

産
業
も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
目
標
に
向
か
っ
て
、

各
種
施
策
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
、
成

果
を
発
揮
し
て
い
る
か
、
学
識
経
験
者
や

関
係
団
体
代
表
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る

「
と
や
ま
21
世
紀
水
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
」

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

推
進
会
議
で
は
、
幅
広
い
視
点
か
ら
の

助
言
等
を
得
て
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
設
定
し
た
目
標
指
標
の
到
達
度
を
評

価
し
、施
策
の
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

目
標
指
標
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
延

べ
面
積
、
地
下
水
揚
水
量
の
適
正
確
保
率
、

水
質
環
境
基
準
の
達
成
率
、
水
文
化
に
関

す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
数
、

節
水
を
心
が
け
て
い
る
人
の
割
合
等
、
14

の
目
標
指
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
指
標
に
対
し
て
、

２
０
２
６
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
目
標

値
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
森
林
整
備
事
業

に
関
し
て
高
校
生
等
を
対
象
と
し
た
体
験

事
業
等
を
通
じ
た
人
づ
く
り
を
進
め
た
り
、

地
下
水
位
や
地
下
水
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
岸
の
漂
着

ご
み
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
海
岸
だ

け
で
な
く
流
入
河
川
、
街
中
ま
で
一
体
と

な
っ
た
ご
み
拾
い
な
ど
の
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
村
環
境
保
全
活
動
で
は
、
多
面
的
機

能
支
払
制
度
を
活
用
し
て
、
地
域
の
子
供

達
も
交
え
、
生
き
物
調
査
等
も
行
い
な
が

ら
子
供
達
が
農
業
用
水
路
等
と
か
か
わ
る

仕
組
み
を
作
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

活動の	
効　果

「
水
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
」

に
よ
る
進
行
管
理

2026年度を目標年次とする目標指標の一部
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ハリンコが泳ぎホタルが舞う豊かな
水環境を守る

「水都・大垣」の継承に向けて

大
垣
市
は
濃の
う

尾び

平
野
の
西
部
、
岐
阜
県
の
南
西
部

に
位
置
し
、
大
垣
地
域
、
墨
俣
地
域
、
上
石
津
地
域

か
ら
な
り
ま
す
。
大
垣
地
域
・
墨
俣
地
域
は
平
坦
な

地
形
に
多
く
の
河
川
が
流
れ
る
地
域
、
上
石
津
地
域

は
緑
豊
か
な
里
地
里
山
地
域
で
、
大
垣
市
は
多
様
な

地
勢
を
有
し
て
い
ま
す
。

大
垣
市
は
古
く
か
ら「
水
の
都
」と
呼
ば
れ
て
お
り
、

揖
斐
川
を
は
じ
め
と
す
る
大
小
様
々
な
河
川
や
良
質

で
豊
富
な
地
下
水
と
い
っ
た
水
環
境
と
、
伊
吹
山
系

等
の
森
林
や
里
山
な
ど
の
み
ど
り
豊
か
な
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
豊
か
な
自
然
は
、
ハ

リ
ヨ（
愛
称
：
ハ
リ
ン
コ
）や
ネ
コ
ギ
ギ
な
ど
の
貴
重

な
生
物
の
生
息
地
域
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
水
環
境
や
自
然
環
境
を
将
来

に
わ
た
っ
て
守
る
た
め
に
、
２
０
０
０
年
に「
大
垣

市
環
境
基
本
計
画
」を
制
定
し
ま
し
た
。
以
降
、
環
境

基
本
計
画
等
に
基
づ
き
、「
ハ
リ
ン
コ
が
泳
ぎ
、
ホ
タ

ル
が
舞
う
水
都
・
大
垣
」を
望
ま
し
い
環
境
像
に
掲

げ
、
市
の
環
境
保
全
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ハ
リ
ヨ
や

ホ
タ
ル
な
ど
の
水
辺
の
生
き
物
の
保
護
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

【課　題】	 地下水・湧水
【主　体】	 大垣市
【連絡先】	 大垣市生活環境部
	 	 環境衛生課

Profile

大垣市大垣市

岐阜県

ハリヨ（ハリンコ）

加賀野八幡神社井戸

04
case

大垣市（岐阜県）
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大
垣
市
は
、
大
垣
市
環
境
基
本
条
例
に

基
づ
き
、「
ハ
リ
ン
コ
が
泳
ぎ
、
ホ
タ
ル
が

舞
う
水
都
・
大
垣
」を
市
の
望
ま
し
い
環

境
像
と
す
る「
大
垣
市
環
境
基
本
計
画
」を

２
０
０
０
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
市
町
合
併
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変

化
を
踏
ま
え
、
２
０
０
９
年
３
月
に「
大

垣
市
環
境
基
本
計
画	

改
訂
版
」及
び
環
境

基
本
計
画
の
行
動
計
画
と
し
て「
エ
コ
水

都
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
第
１
次
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
３
年
３

月
に
は「
大
垣
市
環
境
基
本
計
画	

改
訂

版【
後
期
計
画
】）」及
び「
エ
コ
水
都
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
第
２
次
計
画
」を
策
定
し
、

望
ま
し
い
環
境
像
を
実
現
す
る
た
め
様
々

な
環
境
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
計
画
等
が
終
了
す

る
こ
と
を
受
け
、
前
計
画
に
お
い
て
行
動

計
画
と
し
て
別
途
定
め
て
い
た
エ
コ
水
都

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
包
含
す
る
形
で
、

環
境
基
本
条
例
に
基
づ
く「
大
垣
市
エ
コ

水
都
環
境
プ
ラ
ン
」を
２
０
１
８
年
３
月

に
策
定
し
ま
し
た
。

新
た
に
策
定
し
た
プ
ラ
ン
で
は
、「
ハ

リ
ン
コ
が
泳
ぎ
、
ホ
タ
ル
が
舞
う
水
都
・

大
垣
」を
大
垣
市
の
望
ま
し
い
環
境
像
と

す
る
位
置
づ
け
を
前
計
画
か
ら
継
承
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
新
た
な
プ
ラ
ン
や

取
組
に
つ
い
て「
知
る
」、「
考
え
る
」、「
行

動
す
る
」、「
見
直
す
」の
螺
旋
型
の
継
続

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000

「
大
垣
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2000.3

「
大
垣
市
環
境
基
本
計
画
改
訂
版【
後
期

計
画
】」策
定

「
エ
コ
水
都
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
第
２
次

計
画
」策
定

2013.3

「
第
５
次
岐
阜
県
環
境
基
本
計
画
」策
定

2016.3

「
大
垣
市
環
境
基
本
計
画	

改
訂
版
」策
定

「
エ
コ
水
都
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
第
1
次

計
画
」策
定

2009.3

「
大
垣
市
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
第
１
期
基
本

計
画
」策
定

「
大
垣
市
エ
コ
水
都
環
境
プ
ラ
ン
」策
定

2018.3

「
大
垣
市
エ
コ
水
都
環
境
プ
ラ
ン
」の
一
部

を
流
域
水
循
環
計
画
と
し
て
公
表

2021.12

大
垣
市
エ
コ
水
都

環
境
プ
ラ
ン

活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と

で
、
望
ま
し
い
環
境
像
へ
の

到
達
を
目
指
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
新
た
な
プ
ラ
ン
で

は
、「
豊
富
な
地
下
水
」、「
低

炭
素
化
」、「
自
然
共
生
」、「
資

源
循
環
」、「
協
働
・
連
携
」

と
い
う
５
つ
の
基
本
目
標
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
５
つ

の
目
標
の
下
に
個
別
目
標

を
設
定
し
、
個
別
目
標
毎
に
、

地
下
水
の
自
主
規
制
や
水
源

保
全
な
ど
の
取
組
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

基本目標と個別目標 望ましい環境像
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協
議
会
組
織
に
よ
る

地
下
水
保
全（
会
費
の
活
用
）

「鍵」
その1大

垣
市
は
、
揖
斐
川
を
は
じ
め
と
す
る

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
河
川
が
市
域
を
流
下
す

る
と
と
も
に
、
豊
富
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
、

古
く
か
ら「
水
の
都
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

大
垣
市
を
含
む
西
濃
地
区
で
は
、
自
噴

水
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
地
下
水
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
下
水

を
活
か
し
た
開
発
が
進
み
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
開
発
に
伴
い
地
下
水
の
揚
水

量
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
地
下
水
位
が

低
下
し
、
自
噴
水
も
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
貴
重
な
資
源

で
あ
る
地
下
水
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利

用
の
促
進
や
水
源
の
保
全
・
涵
養
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
１
９
７
４
年
に
、
大
垣

市
を
含
む
２
市
７
町（
大
垣
市
、
海
津
市
、

垂
井
町
、
神
戸
町
、
輪
之
内
町
、
養
老
町
、

揖
斐
川
町
、
大
野
町
、
池
田
町
）、
国
、
県
、

地
下
水
事
業
者
に
よ
り「
西
濃
地
区
地
下

水
利
用
対
策
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
協
議
会
で
は
、
会
員
か
ら
会
費
を
徴

収
し
、
①
地
下
水
採
取
の
適
正
化
の
推
進
、

②
水
利
用
合
理
化
の
推
進
、
③
地
下
水
の

調
査
お
よ
び
研
究
、
④
地
下
水
採
取
者
相

互
の
連
絡
と
協
調
、
⑤
各
種
用
水
道
の
建

設
促
進
、
⑥
地
盤
沈
下
の
防
止
、
⑦
そ
の

ほ
か
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
地
下
水
の
採
取
に
関
し
て
は
、

協
議
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
基
本

方
針
と
採
取
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
１
９
７
４
年
か

ら
の
自
主
的
な
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、

揚
水
量
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
地
下
水

位
も
近
年
横
ば
い
か
上
昇
し
て
い
ま
す
。

会
員
か
ら
徴
収
さ
れ
た
会
費
は
、
主
に

地
下
水
位
観
測
や
会
議
開
催
経
費
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
位
観
測
は
、
地
域
の
状
況
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
指
標
で
あ
り
、

や
利
用
形
態
が
地
域
ご
と
に
大
き
く
異
な

る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
課
題
や
実
態
等
を
把
握
す
る
た
め
、

知
見
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

協
議
会
で
は
、
通
常
総
会
に
お
い
て
、
有

識
者
や
企
業
、
他
地
域
の
団
体
等
を
招
き
、

講
演
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
下
水

保
全
を
テ
ー
マ
に
企
業
等
の
視
察
を
行
い
、

地
下
水
に
関
す
る
知
見
を
深
め
、
地
下
水

保
全
・
適
正
利
用
の
取
組
に
活
か
し
て
い

ま
す
。

地
下
水
保
全
対
策
の
最
も
基
本
的
で
重
要

な
活
動
で
す
。
地
下
水
位
を
観
測
す
る
こ

と
に
よ
り
地
下
水
位
の
経
変
的
変
化
や
季

節
的
変
化
を
把
握
し
、
地
下
水
の
流
れ
の

方
向
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
た
め
、
協
議
会
で
は
地
下
水
位
観
測
に

協
力
し
て
お
り
、
地
下
水
位
の
把
握
と
そ

れ
を
踏
ま
え
た
地
下
水
の
保
全
・
適
正
利

用
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果

と
し
て
、
地
下
水
位
は
近
年
横
ば
い
か
上

昇
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
下
水
は
、
地
表
水
と
異
な
り
、

目
に
見
え
ず
、
そ
の
賦
存
す
る
地
下
構
造

流域マネジメント、ここが「鍵」
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環
境
教
育
の
推
進
と
人
材
育
成

「鍵」
その2大

垣
市
で
は
、
市
民
や
事
業
者
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者

が
、
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
仕
組
み
や
機

会
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
身
近
な
自

然
環
境
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
環

境
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

環
境
学
習
で
は
、
市
民
講
師
や
行
政
職

員
に
よ
る「
か
が
や
き
出
前
講
座
」、
市
民

や
事
業
者
に
よ
る
環
境
学
習
会
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
環
境
学
習
会
は
２
０
２
１
年

度
に
は
１
６
８
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
各
小
中
学
校
で
の
取
組
や

自
然
保
護
団
体
の
活
動
の
推
進
に
加
え
、

水
生
生
物
調
査（
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
事
業
）や「
子
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
事
業
」

な
ど
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
環
境
学
習
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
や
事
業
者
の
環
境
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
お
り
、
市
民
団
体
と
の
共
催
に
よ

る「
環
境
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
つ
い

て
は
２
０
０
０
年
度
か
ら
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
人
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の

体
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
環
境
を
大
切

に
す
る
心
を
育
ん
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

「
ふ
る
さ
と
生
き
物
調
査
」を
夏
と
秋
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。
夏
は
川
に
入
り
魚
捕

り
や
観
察
を
秋
は
里
山
で
野
鳥
、
昆
虫
・

植
物
・
木
の
実
の
観
察
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
将
来
を
見
据
え
て
、
環
境
行
動

を
支
え
る
人
材
の
支
援
や
育
成
に
も
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
環
境
リ
ー
ダ
ー
の
支
援
や
養
成

講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
連
携

「鍵」
その3大

垣
市
が
掲
げ
る
望
ま
し
い
環
境
像
の

実
現
を
図
る
た
め
に
は
、
行
政
は
も
と
よ

り
市
民
や
事
業
者
、
各
種
団
体
等
と
の
連

携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
大
垣
市

い
ま
す
。

大
垣
の
水
環
境
に
つ
い
て
は
、
大
垣
市

環
境
市
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る「
水

門
川
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
水
の

都
大
垣
の
復
活
と
、
市
内
の
中
小
河
川
の

豊
か
な
自
然
の
再
生
を
目
指
し
、
小
学
校

で
水
質
調
査
や
ハ
リ
ヨ
の
学
習
な
ど
出
前

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
は
、
大
垣
市
環
境
審
議
会
か

ら
必
要
な
助
言
を
受
け
つ
つ
、
市
民
や
事

業
者
と
の
協
働
に
よ
る
取
組
内
容
を
随
時

見
直
し
す
る
と
と
も
に
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
連
携
し
、
協
働
で
環
境
活
動
に
取

り
組
む
た
め
の
様
々
な
機
会
を
利
用
し
た

情
報
発
信
や
、
地
域
の
環
境
活
動
に
参
加

し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
等
へ
の
支
援
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
河
川
の
水
質
改
善
や
水
環
境
保
全

の
た
め
に
、
台
所
で
の
調
理
く
ず
・
油
な

ど
の
流
出
防
止
、
洗
濯
や
入
浴
時
の
洗
剤

の
適
正
利
用
な
ど
の「
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
作

戦
」を
市
民
と
と
も
に
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
垣
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ

く
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
・
事
業

者
・
学
識
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
る「
大
垣

市
環
境
市
民
会
議
」が
２
０
０
０
年
に
設

立
さ
れ
、「
暮
ら
し
を
変
え
て
、
未
来
に
夢

を
」を
合
い
言
葉
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
資

源
循
環
の
た
め
、
レ
ジ
袋
な
い
な
い
運
動

を
２
０
０
１
年
度
か
ら
開
催
し
た
り
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
る
生
ご
み
の

た
い
肥
化
を
通
じ
て
循
環
型
の
暮
ら
し
の

普
及
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ポ
ス
ト
販
売
の

補
助
や
市
民
向
け
の
出
前
講
座
を
行
っ
て

カワゲラウオッチングの様子

ふるさと生き物調査の様子

環境市民フェスティバル
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豊
富
で
良
好
な

地
下
水
の
保
全
と
適
正
利
用

注目1
大
垣
市
は
、
地
下
水
が
豊
富
で
、
古
く

か
ら
自
噴
水
で
で
き
た
河
間（
が
ま
）と
呼

ば
れ
る
イ
ズ
ミ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近

年
ま
で
各
家
庭
に
は
井い

戸ど

舟ふ
ね

と
呼
ば
れ
る

三
槽
の
洗
い
場
が
あ
り
、
自
噴
水
を
活
用

し
て
き
ま
し
た
。

大
垣
市
で
は
、
豊
富
で
良
好
な
地
下
水

を
安
心
し
て
持
続
的
に
利
用
す
る
た
め
に
、

地
下
水
位
の
観
測
や
水
質
調
査
に
よ
る
実

態
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
地
下
水
の
水

位
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
地
下
水
の
保
全

と
適
正
利
用
の
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
下
水
利
用
の
自
主
規

制
、
雨
水
や
再
生
水
な
ど
の
循
環
利
用
、

樹
林
地
・
農
地
な
ど
の
雨
水
浸
透
域
の
保

全
・
創
出
、
透
水
性
舗
装
や
浸
透
ま
す
・

浸
透
管
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
下
水
盆
を
共
有
す
る
西
濃
地
域
内
の
市

町
と
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
地
下
水
の
保

全
の
た
め
、
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま

た
2
0
1
3
年
か
ら
は
本
市
の
地
下
水

の
特
性
を
活
か
し
、
地
下
水
利
用
地
中
熱

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
導
入
の
支
援
を
行
う
な

ど
、
地
下
水
の
有
効
利
用
の
た
め
の
施
策

も
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
平
成
の
名

水
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た「
加
賀
野
八
幡

神
社
井
戸
」な
ど
、
湧
き
水
に
触
れ
合
い
、

自
由
に
水
を
汲
む
こ
と
が
で
き
る「
わ
く

わ
く
湧
き
水
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
水
の
都

お
お
が
き
を
紹
介
し
た
り
、
大
垣
市
の
魚

ハ
リ
ヨ
の
保
護
活
動
を
通
じ
た
啓
発
活
動

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

年間日平均揚水量経年変化

わくわく湧き水マップ

（千m3/日）
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大
垣
市
で
は
、
各
種
施
策
の
進
捗
状
況

や
目
標
達
成
状
況
を
把
握
し
改
善
へ
と
繋

げ
て
い
く
た
め
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
よ
り
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
社

会
経
済
情
勢
や
施
策
の
進
捗
状
況
に
応
じ

て
継
続
的
に
計
画
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

望
ま
し
い
環
境
像
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
取
組
の
成
果
や
目
標
及
び
指
標
の

達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、「
大
垣
市
の
環

境（
年
次
環
境
報
告
書
）」な
ど
を
通
じ
て

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
水
の
揚
水
量
に
つ
い
て
は
、
西
濃

地
区
地
下
水
利
用
対
策
協
議
会
が
設
立
さ

れ
た
１
９
７
４
年
か
ら
地
下
水
揚
水
量
の

自
主
規
制
に
よ
り
、
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
地
下
水
の
水
位
に
つ
い
て
は
、
市
内
に

あ
る
10
箇
所
の
観
測
井
で
測
定
し
て
お
り
、

上
昇
ま
た
は
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

地
下
水
の
水
質
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
２
０
２
１
年
度
は
、
県
が
２
箇
所
の
井

戸
で
、
市
が
５
箇
所
の
井
戸
で
環
境
基
準

健
康
項
目
28
項
目
の
調
査
を
実
施
し
、
す

べ
て
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
河
川
の
水
質
に
つ
い
て
は
、
市

内
に
県
が
２
箇
所
、
市
が
13
箇
所
、
国
土

交
通
省
が
３
箇
所
の
測
定
地
点
を
設
置
し
、

各
河
川
の
汚
濁
状
態
の
調
査
・
監
視
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
の
結
果

で
は
、
大
腸
菌
群
数
を
除
く
す
べ
て
の
項

目
で
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

大
垣
市
エ
コ
水
都
環
境
プ
ラ
ン
の
実
績

報
告
時
の
施
策
評
価
の
う
ち「
協
働
・
連
携
」

の
目
標
指
標
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年

度
の
実
測
値
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
２
０
１
９

年
で
み
る
と「
環
境
学
習
会
・
出
前
講
座
」

が
２
７
９
回
、「
環
境
イ
ベ
ン
ト
」の
開
催

回
数
が
９
回
、「
環
境
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」

が
１
０
５
人
、「
市
民
環
境
賞
応
募
者
数
」

が
33
件
、「
環
境
美
化
活
動
参
加
者
数
」が

２
３
，
４
３
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活動の	
効　果

目
標
や
指
標
に
よ
る

達
成
状
況
の
把
握

市内の年度別地下水揚水量の経年変化 市内の主要河川における水質（BOD）経年変化

大垣市エコ水都環境プラン施策評価（協働・連携）　2020報告書
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、環境学習会などの事業を縮小したため

（千m3/日） （mg/L）

評価基準
基準目標の目標値に対する
実績の割合を評価

A:	目標達成
B:	目標達成率８０％以上
C:	目標達成率70％以上
D:	目標達成率60％以上
E:	目標達成率60％未満

減少傾向
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豊かな水の環
わ

がささえる
「環境首都なごや」をめざして

みんなで取り組む人づくり・場づくり

山崎川と桜並木

名
古
屋
市
は
、
明
治
・
大
正
か
ら
昭
和
の
初
期
に

か
け
て
、
近
代
商
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

戦
後
、
伊
勢
湾
台
風
と
い
う
未
曾
有
の
水
害
を
経
験

し
、
あ
ふ
れ
に
く
い
河
川
、
広
く
て
ぬ
か
る
ま
な
い

道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
整
備
に
よ
り
、
か
つ
て
森
林
や
田
畑
だ
っ

た
土
地
は
宅
地
や
道
路
に
な
り
、
降
っ
た
雨
は
側
溝

や
下
水
道
へ
す
ば
や
く
排
除
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
方
で
、
水
循
環
の
面
か
ら
考
え
る
と
、
雨

が
し
み
こ
み
に
く
く
蒸
発
散
し
に
く
い
地
表
面
が
拡

大
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
下
水
の
涵
養
機
能
が
低
下

し
、
湧
水
量
や
晴
天
時
の
河
川
流
量
の
減
少
、
生
態

系
へ
の
影
響
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
拡
大
や
、

集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
の
危
険
性
の
増
加
な
ど
の

一
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
名
古
屋
市
で
は
、
自
然

の
水
の
流
れ
と
人
工
の
水
の
流
れ
が
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
状
態
を“
水
の
環わ

＂と
捉
え
、
人
の
活
動
と
水
循

環
の
調
和
を
考
え
な
が
ら
損
な
わ
れ
た
水
の
環
を
復

活
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 【課　題】	 水環境

【主　体】	 名古屋市
【連絡先】	 名古屋市環境局
	 	 地域環境対策部地域環境対策課

Profile

名古屋市名古屋市

愛知県

05
case

名古屋市（愛知県）
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名
古
屋
市
で
は
、
健
全
な
水
循
環
の
回

復
に
つ
い
て
、
２
０
０
３
年
に「
市
民
の

健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
の
保
全
に

関
す
る
条
例
」を
制
定
し
、
環
境
保
全
上

健
全
な
水
循
環
の
確
保
に
配
慮
す
る
こ
と

と
し
、
２
０
０
７
年
に
は
、
人
の
活
動
と

水
循
環
の
調
和
を
考
え
な
が
ら
、
損
な
わ

れ
た
水
の
環
を
復
活
し
、
豊
か
な
水
の
環

が
さ
さ
え
る「
環
境
首
都
な
ご
や
」の
実
現

を
め
ざ
し
、「
な
ご
や
水
の
環
復
活
プ
ラ

ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
は
、
名
古

屋
市
の「
水
」と「
緑
」と「
人
」に
つ
い
て
の

関
わ
り
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
水
循
環
に

関
す
る
構
想
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

プ
ラ
ン
策
定
以
降
、
公
募
の
市
民
、
学

識
経
験
者
、
市
職
員
で
構
成
す
る「
な
ご

や
水
の
環
復
活
推
進
協
議
会
」（
現
在
は
、

同「
懇
談
会
」）に
お
い
て
、
水
の
環
復
活

に
向
け
て
具
体
的
な
事
項
の
検
討
を
重
ね
、

２
０
０
９
年
に
検
討
の
結
果
を「
水
の
環

復
活
２
０
５
０
な
ご
や
戦
略
」と
し
て
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
戦
略
で
は
、
２
０
５
０
年
を
目
標
年

次
と
し
て
、「
水
循
環
機
能
の
回
復
」、「
人
に

も
生
き
物
に
も
や
さ
し
い
水
辺
や
緑
が
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」、「
み
ん
な
で
取
り
組
む
人

づ
く
り
・
場
づ
く
り
」と
い
う
観
点
か
ら
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

戦
略
の
計
画
期
間
は
２
０
５
０
年
ま
で

で
あ
り
、
将
来
の
都
市
像
を
描
く
こ
と
に

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

「
名
古
屋
市
環
境
基
本
条
例
」制
定

1996.3

「
名
古
屋
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

1999.8

「
第
２
次
名
古
屋
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2006.7

「
な
ご
や
水
の
環（
わ
）復
活
プ
ラ
ン
」策
定

2007.2

「
水
の
環
復
活
２
０
５
０
な
ご
や
戦
略
」策
定

2009.3

「
第
３
次
名
古
屋
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2011.12

「
水
の
環
復
活
２
０
５
０
な
ご
や
戦
略
・

第
２
期
実
行
計
画
」策
定

2015.3

「
第
４
次
名
古
屋
市
環
境
基
本
計
画
」策
定

2021.9

「
水
の
環
復
活
２
０
５
０
な
ご
や
戦
略
・
第
２
期

実
行
計
画
」を
流
域
水
循
環
計
画
と
し
て
公
表

2021.3

「
市
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境

の
保
全
に
関
す
る
条
例
」制
定

2003.3

名
古
屋
市

水
の
環
復
活
２
０
５
０

な
ご
や
戦
略

よ
り
、
見
通
し
を
立
て
つ
つ
、
そ
れ
に
向

け
て
現
時
点
で
実
施
す
べ
き
も
の
を
考
え

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
長
期
計
画
の“
戦
略
＂で
あ
る

こ
と
か
ら
、
進
捗
状
況
に
応
じ
た
３
つ
の

ス
テ
ッ
プ
に
区
分
し
て
進
め
る
と
と
も
に
、

水
循
環
に
関
連
す
る
地
下
水
挙
動
等
の
未

解
明
の
事
柄
の
存
在
や
、将
来
の
生
活
ニ
ー

ズ
な
ど
不
確
実
な
事
項
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

順
応
的
な
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
２
０
２
５
年
ま
で
の
第
２
期
実

行
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
戦
略
の
中
の「
人
」に
関
す
る
柱
で
あ

る「
み
ん
な
で
取
り
組
む
人
づ
く
り
、
場
づ

く
り
」に
つ
い
て
は
、
地
域
や
学
校
な
ど
で

学
ぶ
機
会
を
設
け
、
浸
透
雨
水
ま
す
や
雨

水
タ
ン
ク
の
設
置
な

ど
を
実
践
し
な
が

ら
、
水
循
環
へ
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
多
様
な
立
場
と

考
え
を
持
つ
人
々
が

お
互
い
の
役
割
を
理

解
し
、
意
見
を
出
し

合
い
、
合
意
形
成
を

図
り
な
が
ら
水
循
環

に
関
す
る
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

2020 2010 2000 1990

水循環の観点から2050年を目途に実現したい名古屋の姿　

「水の環」を
構成するもの
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市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

協
力
し
、で
き
る
こ
と
か
ら

実
践
す
る
人
づ
く
り

「鍵」
その1健

全
な
水
循
環
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、

雨
水
の
地
中
浸
透
や
一
時
的
な
貯
留
・
利

用
が
重
要
で
あ
り
、
各
家
庭
や
企
業
、
行

政
等
で
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
が

望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
機
会
を
活
用
し
て
雨
水
流
出
抑
制
施
設

や
水
循
環
に
関
す
る
広
報
を
行
っ
た
り
、

雨
水
浸
透
に
適
し
た
土
地
の
目
安
を
示
し

た「
浸
透
適
地
マ
ッ
プ
」の
公
表
や
浸
透
雨

水
ま
す
や
雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
へ
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
祭
り
等
の
際
に
は
、「
名
古
屋

打
ち
水
大
作
戦
」と
し
て
、
下
水
再
生
水

な
ど
を
活
用
し
た
打
ち
水
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
側
溝
や
雨
水
ま
す
等
に
ご
み
や

落
ち
葉
が
詰
ま
る
と
浸
水
の
原
因
に
な
る

懇
談
会
に
報
告
し
、
取
り
組
み
に
よ
る
効

果
や
新
た
に
得
ら
れ
た
知
見
等
を
共
有
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
市
で
は
、
環
境
保
全
基
金
条
例

を
１
９
９
０
年
に
制
定
し
、
水
の
環
復
活

の
取
り
組
み
な
ど
に
基
金
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
度
に
は
、
基
金
を
活

用
し
て
、
植
樹
や
樹
木
と
の
触
れ
合
い
を

通
し
て
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
る
た

め
の
市
内
一
斉
植
樹
を
行
う「
な
ご
や
グ

リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
２
０
２
０
」を
実
施
し

ま
し
た
。
ま
た
、
な
ご
や
生
物
多
様
性
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
生
物
多
様
性
保
全
活
動
へ
の

参
加
促
進
を
目
的
と
し
た
、
体
感
・
体
験

型
の
普
及
啓
発
活
動
や
、「
藤
前
干
潟
の
保

全
活
用
推
進
事
業
」と
し
て
、
干
潟
体
験
や

普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
な
ご
や
環
境
大
学
の
推
進
事
業
」

と
し
て
持
続
可
能
な
地
球
社
会
を
支
え
る

人
づ
く
り
・
人
の
輪
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
講
座
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
と
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
機
会
に
清
掃

活
動
等
の
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
環
境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
公
募
に
よ

る
市
民
モ
ニ
タ
ー
に
よ
っ
て
、
市
内
の
河

川
、
た
め
池
、
湧
き
水
地
点
で
市
民
の
感

覚
を
重
視
し
た
親
し
み
や
す
い
指
標
を
用

い
た
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
地
は
水
循
環
の
機
能
を
確
保
す
る
た

め
に
重
要
な
場
所
で
す
が
、
都
市
化
に
伴

い
、
市
内
の
農
地
面
積
は
年
々
減
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
地
の
保
全
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
民
農
園
事
業
の
実
施

や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
事
業
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
市
民
が
農
に
親
し
む
環
境
を
創

出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
市
民
・
事
業
者
・
行
政
に
よ

る
取
り
組
み
の
状
況
等
の
情
報
を
、
イ
ベ

ン
ト
で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

活
用
等
に
よ
り
、
わ
か
り
や
す
く
発
信
す

る
と
と
も
に
、
な
ご
や
水
の
環
復
活
推
進

流域マネジメント、ここが「鍵」

浸透適地マップ	（名古屋市）

なごやグリーンウェイブ2020

小学校での出前講座

市民モニターによる水質調査
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水
の
環
復
活
の

取
り
組
み
を
学
ぶ
場
づ
く
り

「鍵」
その2水

の
環
の
復
活
に
向
け
て
は
、
ま
ず
は

多
く
の
人
が
水
循
環
の
問
題
を
理
解
す
る

こ
と
が
第
一
歩
で
す
。
こ
の
た
め
、
名
古

屋
市
で
は
、
地
域
や
学
校
等
で
水
循
環
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
に
お
い
て
、
職
員
が
授
業
を
行

う
出
前
講
座
を
実
施
し
た
り
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
場
な
ど
を
活
用
し
て
、
水
の
環
復
活
に

関
す
る
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
環
境
首
都
な
ご
や
」そ
し
て「
持

続
可
能
な
地
球
社
会
」を
支
え
る「
人
づ
く

り
」「
人
の
輪
づ
く
り
」を
進
め
、
行
動
す

る
市
民
、
協
働
す
る
市
民
と
し
て「
共
に

育
つ（
共
育
）こ
と
」を
目
的
と
し
た「
な
ご

や
環
境
大
学
」を
市
民
・
市
民
団
体
、
企

業
、
教
育
機
関
、
行
政
な
ど
、
多
種
多
様

な
分
野
の
ひ
と
た
ち
の
参
加
に
よ
り
、
立

場
や
分
野
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支

え
合
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
学
生
や
一
般
の
方
を
対
象

に
、
水
循
環
や
湧
き
水
の
仕
組
み
に
つ
い

て
、
講
座
や
湧
き
水
の
見
学
な
ど
、
実
際
に

水
量
や
水
温
等
を
体
感
す
る
こ
と
に
よ
り
、

健
全
な
水
循
環
の
復
活
の
た
め
に
す
べ
き

こ
と
を
一
人
一
人
が
自
分
ご
と
と
し
て
考

え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
名
古
屋
市
の
環
境
学
習
施

設「
エ
コ
パ
ル
な
ご
や
」で
上
映
す
る
水
循
環

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
行
っ
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
子
供
た
ち
に
、
な
ご
や
の
水
循

環
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
作
る
予
定
で
す
。

藤
前
干
潟
は
、
名
古
屋
市
の
南
西
に
位

置
し
、
伊
勢
湾
に
流
れ
込
む
庄
内
川
、
新

川
、
日
光
川
の
河
口
に
広
が
る
砂
・
泥
か

ら
成
る
干
潟
を
含
む
区
域
で
、
２
０
０
２

年
11
月
18
日
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
藤
前
干
潟
は
、
都
市

部
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。
環
境
省
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
協
働
し
て
、

生
き
物
観
察
会
な
ど
の
藤
前
干
潟
と
通
年

が
ら
、
地
下
１
階
中
庭
に
湧
き
水
が
あ
り

ま
す
。
地
元
の
小
学
校
に
こ
の
湧
き
水
の

愛
称
を
募
集
し
、「
つ
る
の
め
ぐ
み
」と
命

名
し
ま
し
た
。
湧
き
水
を
市
民
に
見
て
頂

け
る
よ
う
に
見
学
施
設
を
整
備
し
、
イ
ベ
ン

ト
で
の
公
開
、
解
説
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

猪
高
緑
地
は
、
起
伏
に
富
ん
だ
雑
木
林
、

散
策
路
の
他
、
湿
地
、
た
め
池
な
ど
の
水

辺
が
多
く
、
棚
田
や
ビ
オ
ト
ー
プ
で
は
、
湧

き
水
が
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
環
境

豊
か
な
猪
高
緑
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
環

境
学
習
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
猪
高
緑
地
の

水
の
環
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

山
崎
川
は
、
中
流
部
の
川
底
に
貴
重
な

水
源
で
あ
る
湧
き
水
が
存
在
し
、
都
市
の

中
に
あ
っ
て
、
い
ま
だ
自
然
が
残
る
河
川

で
す
。
そ
こ
で
、
看
板
や
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
市
民
に
湧
き
水
や
山
崎
川
の

水
循
環
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
取
り

組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

で
ふ
れ
あ
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

環
境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
の
実
施

「鍵」
その3市

民
・
事
業
者
が
水
循
環
に
つ
い
て

理
解
し
、
水
の
環
復
活
を
意
識
し
た
行
動

を
実
践
で
き
る
よ
う
、
鶴
舞
中
央
図
書
館
、

猪
高
緑
地
、
山
崎
川
に
お
い
て
モ
デ
ル
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鶴
舞
中
央
図
書
館
は
、
都
心
で
あ
り
な

なごや環境大学での取り組み

藤前干潟での取り組み

山崎川湧き水看板

猪高緑地の水の環ガイドマップ
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水
収
支
を
用
い
た
取
り
組
み
の

評
価

注目1「
水
の
環
復
活
２
０
５
０
な
ご
や
戦
略
」

の
根
幹
は
、
雨
水
の
浸
透
・
貯
留
量
を
確

保
し
て
地
下
水
を
豊
か
に
し
た
り
、
蒸
発

散
量
を
確
保
し
て
気
候
を
穏
や
か
に
し
た

り
、
直
接
流
出
量
を
減
ら
し
て
水
害
の
危

険
性
を
減
ら
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

戦
略
の
取
り
組
み
状
況
を
把
握
す
る
た

め
の
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
市
域
に
降
っ

た
雨
の
行
先
を「
浸
透
・
貯
留
」、「
蒸
発

散
」、「
直
接
流
出
」の
３
つ
に
分
類
す
る

「
水
収
支
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

水
収
支
の
目
標
は
、
都
市
化
が
進
展
す

る
以
前
の「
蒸
発
散
量
」と「
浸
透
・
貯
留

量
」が
多
く
、「
直
接
流
出
量
」が
少
な
い

状
態
に
戻
す
と
い
う
理
想
と
、
都
市
を
維

持
し
て
い
く
上
で
の
実
現
可
能
性
を
加
味

し
つ
つ
、
高
い
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

人
に
も
生
き
物
に
も
や
さ
し
い

水
辺
や
緑
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り

注目2
水
の
環
復
活
の
た
め
、「
水
辺
や
緑
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
地

下
水
や
下
水
再
生
水
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
」、「
生
き
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
生
物

多
様
性
の
保
全
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
」と
い
う
３
つ
の
視
点
か
ら
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
市
東
部
を
流
れ
る
⾹
流

川
や
山
崎
川
等
で
多
自
然
川
づ
く
り
を
進

め
た
り
、
市
中
央
部
を
流
れ
る
堀
川
や
中

川
運
河
等
で
は
親
水
広
場
、
遊
歩
道
な
ど

の
整
備
等
を
行
う
と
と
も
に
、
堀
川
納
屋

橋
地
区
で
、
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
と
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
に
向
け
、
堀
川
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
堀
川
へ
は
、
浅
層
地
下
水
を
導

水
し
、
貴
重
な
水
源
と
し
て
役
立
て
て
い

ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

堀川納屋橋地区のライトアップ

水収支の基準年と目標の比較

水収支の各要素の基本的定義

浅層地下水の河川への導入	（堀川瀬古橋上流）
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現
在
取
り
組
ん
で
い
る
第
２
期
実
行
計

画
で
は
、「
水
収
支
」に
つ
い
て
、
中
間
的
な

評
価
を
行
う
た
め
２
０
２
０
年
の
目
標
値

を
定
め
て
お
り
、
２
０
２
０
年
時
点
で
、
蒸

発
散
が
目
標
値
25
％
に
対
し
て
22
・
５
％
、

浸
透
・
貯
留
が
目
標
値
18
％
に
対
し
て

15
・
１
％
、
直
接
流
出
が
目
標
値
57
％
に

対
し
て
62
・
４
％
で
あ
り
、
目
標
を
達
成

で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

水
収
支
の
う
ち
、
蒸
発
散
に
つ
い
て
は
、

都
市
化
に
伴
っ
て
緑
地
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

一
定
規
模
以
上
の
敷
地
を
有
す
る
建
築
物

の
新
築
や
増
築
を
行
う
場
合
に
、
定
め
ら

れ
た
割
合
以
上
の
緑
化
を
義
務
付
け
る
緑

化
地
域
制
度
の
運
用
な
ど
に
よ
り
、
緑
の

創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

浸
透
・
貯
留
に
つ
い
て
は
、
都
市
化
に

伴
い
緑
地
な
ど
の
雨
が
浸
み
込
み
や
す
い

土
地
を
改
変
し
て
建
築
物
を
建
て
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
歩
道
、

駐
車
場
等
で
の
透
水
性
舗
装
の
導
入
や
道

路
、
建
物
等
で
の
浸
透
雨
水
ま
す
の
設
置

を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
の「
水
の
環
復
活
」に
関
す
る
意
識
の
状
況

２
０
１
２
年
と
２
０
２
１
年
に
実
施
し

た
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で

は
、市
民
の
水
循
環（
水
の
環
）の
認
知
度
・

理
解
度
は
、
２
０
１
２
年
の
26
・
６
％
か

ら
２
０
２
１
年
は
45
・
０
％
と
向
上
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、「
知
ら
な
か
っ
た
」と

回
答
し
た
市
民
も
３
割
程
度
い
た
こ
と
か

ら
、
今
後
も
機
会
を
捉
え
た
普
及
啓
発
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

水
循
環
に
配
慮
し
た
生
活
が
当
た
り
前

に
な
る
２
０
５
０
年
に
向
け
て
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活動の	
効　果

水
収
支

「水の環復活」の認知度・理解度に関する
アンケート調査の結果これまでの水収支と目標値

＜直接流出＞

＜浸透・貯留＞

＜蒸発散＞
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英
国
で
は
、
治
水
と
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
対
策
と
し
て
、
流
域
に
お
い
て
自
然
を
活

か
し
た
洪
水
管
理（
Ｎ
Ｆ
Ｍ
：N

atural	F
lood	

M
anagem

ent

）に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
森

林
等
の
多
い
上
流
域
に
お
い
て
森
林
面
積
を
増

や
し
て
土
地
の
保
水
力
を
高
め
る
こ
と
で
雨
が

降
っ
た
場
合
に
川
に
流
れ
出
る
水
の
量
を
抑
え

た
り
、
川
を
蛇
行
さ
せ
る
こ
と
で
洪
水
の
勢
い

を
弱
め
た
り
す
る
も
の
で
、
洪
水
対
策
と
あ
わ

せ
て
自
然
環
境
の
保
全
や
創
出
が
行
わ
れ
ま
す

（
図
１
）。
こ
の
よ
う
に
、
自
然
が
持
っ
て
い
る

機
能
を
活
か
し
た
対
策
は「
Ｎ
ｂ
Ｓ
：N

ature-

based	S
olutions

（
自
然
に
基
づ
く
解
決
方

法
）」と
呼
ば
れ
、
世
界
各
地
で
取
組
が
進
ん
で

い
ま
す
。

Ｎ
Ｆ
Ｍ
事
業
に
お
け
る
民
間
資
金
調
達

ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
州
北
部
の
ワ
イ
ア
川
流
域
に

お
け
る
Ｎ
Ｆ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
洪
水
リ
ス

ク
の
軽
減
と
水
質
改
善
や
生
物
多
様
性
改
善
な

ど
の
自
然
環
境
保
全
・
創
出
を
行
う
も
の
で
、

受
益
者
と
な
る
河
川
管
理
者
や
地
元
自
治
体
、

水
道
事
業
者
等
と
自
然
保
護
団
体
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で
は
将

来
の
洪
水
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
ず
、
上
流
域
で

の
林
地
造
成
な
ど
Ｎ
ｂ
Ｓ
に
よ
る
補
完
が
必
要

と
の
認
識
が
広
が
り
、
公
的
資
金
だ
け
で
な
く

民
間
資
金
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

本
事
業
の
民
間
資
金
の
調
達
に
あ
た
っ
て

は
、受
益
者
等
で
非
営
利
の
特
別
目
的
会
社（
Ｓ

Ｐ
Ｖ
）を
設
立
し
、
２
０
２
１
年
に
イ
ン
パ
ク

ト
投
資
フ
ァ
ン
ド
及
び
富
裕
層
か
ら
の
資
金
調

達
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
社
会
課
題
や
環
境
課

題
を
解
決
す
る
事
業
へ
の
投
資（
イ
ン
パ
ク
ト

投
資
）が
世
界
的
に
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、

英
国
で
は
富
裕
層
向
け
に
減
税
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
、
本
事
業
の
資
金
調
達
成
功

に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

資
金
の
流
れ
を
図
２
に
示
し
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ｐ
Ｖ
が
管
理
す
る
資
金
に
よ
っ
て（
資
金
の
流

れ
①
）土
地
所
有
者
ら
が
林
地
造
成
な
ど
の
事

業
を
実
施
し（
資
金
の
流
れ
②
）、
受
益
者
は
豪

雨
時
の
流
出
量
減（
洪
水
リ
ス
ク
の
軽
減
）な
ど

の
事
業
効
果
に
応
じ
て
Ｓ
Ｐ
Ｖ
に
対
し
支
払
い

を
行
い（
資
金
の
流
れ
③
）、
Ｓ
Ｐ
Ｖ
が
投
資
家

に
返
済
し
て
い
く（
資
金
の
流
れ
④
）と
い
う
も

の
で
す
。
事
業
効
果
が
不
十
分
な
場
合
、
受
益

者
は
支
払
い
を
減
額
で
き
、
投
資
家
が
そ
の
リ

ス
ク
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
事

業
に
類
似
し
た
事
例
と
い
え
ま
す
。

Ｓ
Ｉ
Ｂ
事
業

Ｓ
Ｉ
Ｂ
事
業
と
は
、
成
果
連
動
型
民
間
委
託

契
約
方
式（
Ｐ
Ｆ
Ｓ
）に
よ
る
事
業
を
受
託
し
た

民
間
事
業
者
が
、
当
該
事
業
に
係
る
資
金
調
達

を
金
融
機
関
等
の
資
金
提
供
者
か
ら
行
い
、
そ

の
返
済
等
を
成
果
に
連
動
し
た
地
方
公
共
団
体

か
ら
の
支
払
額
等
に
応
じ
て
行
う
も
の
で
す
。

図1　NFM概念図

図2	ワイア川NFMプロジェクトの関係機関と資金のフロー

自然を活かした洪水管理における民間資金調達

海外事例

英国

参
考

コラム1
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米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
上
下
水
道
局
は
、

豪
雨
対
策
と
多
様
な
便
益
の
創
出
を
目
的
と

し
た
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
資
金
調
達

の
た
め
、
２
０
１
６
年
に
成
果
連
動
型
民
間
委

託
契
約
方
式（
Ｐ
Ｆ
Ｓ
：P

ay	F
or	S

uccess

）

の
考
え
方
を
導
入
し
た
債
券（
環
境
イ
ン
パ
ク
ト

ボ
ン
ド（
Ｅ
Ｉ
Ｂ
：E

nvironm
ent	Im

pact	

B
ond

））を
発
行
し
ま
し
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
は
合
流
式
下
水
道
が
広

く
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
豪
雨
時
に
処
理
で
き

な
い
水
が
汚
水
と
共
に
氾
濫
す
る
こ
と
で
環
境

面
や
衛
生
面
で
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
豪
雨
時

の
下
水
道
へ
の
流
出
抑
制
の
た
め
、
約
10
万
㎡

の
土
地
を
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
に
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
歩
道
脇
へ
の
雨
庭（
緑
地
）設
置
や
透

水
性
舗
装
の
導
入
を
図
る
も
の
で
す（
写
真
１
）。

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
お
け
る

民
間
資
金
調
達

流
出
抑
制
の
た
め
に
、
下
水
道
ト
ン
ネ
ル
の

改
修
等
に
加
え
て
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
導
入

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
も
の
の
、
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
は
結
果
に
対
す
る
不
確
実
性
が
大
き

い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｅ
Ｉ
Ｂ
の
発

行
に
あ
た
っ
て
は
Ｐ
Ｆ
Ｓ
方
式
の
考
え
方
が
導

入
さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に
応

じ
て
利
回
り
が
変
動
す
る
点
が
従
来
の
債
券
と

は
異
な
り
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
が
う
ま

く
機
能
す
る
か
ど
う
か
の
リ
ス
ク
を
投
資
家
と

シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
整
備
主
体
が
負
う
リ
ス
ク

を
軽
減
で
き
ま
す
。
投
資
家
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
目
標
を
達
成
で
き
な
い
場
合
に
追
加
負
担
の

リ
ス
ク
を
負
う
も
の
の
、
目
標
を
上
回
る
成
果

が
発
生
し
た
場
合
は
、
追
加
ボ
ー
ナ
ス
の
チ
ャ

ン
ス
も
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は
、
事
業
実
施
前
後

の
面
積
当
た
り
の
雨
水
流
出
削
減
率
か
ら
査
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
河
川
へ
の
雨
水

の
流
出
量
の
計
測
に
よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
基
準
値
幅
の
上
限（
削
減
率

41・
３
％
）を
上
回
る
場
合
は
上
下
水
道
局
か
ら

投
資
家
に
対
し
て
追
加
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ

（
３
３
０
万
ド
ル
）、
基
準
値
幅
の
下
限（
削
減
率

18
・
３
％
）を
下
回
る
場
合
は
同
額
の
負
担
が
投

資
家
に
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
成
果
に
よ

る
ボ
ー
ナ
ス
又
は
追
加
負
担
分
を
利
回
り
に
反

映
し
て
い
ま
す（
図
３
）。
総
額
２
，５
０
０
万
ド

ル
の
Ｅ
Ｉ
Ｂ
を
発
行
し
、
投
資
銀
行
最
大
手
ゴ
ー

ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
と
カ
ル
バ
ー
ト
財
団
が

購
入
し
ま
し
た
。

本
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
２
０
１
６
年
か

ら
の
５
年
間
で
流
出
量
を
お
よ
そ
20
％
削
減
す

る
こ
と
に
成
功
し
、
事
業
は
当
初
の
目
標
を
達
成

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。（
基
準

値
幅
内
の
成
果
で
あ
っ
た
た
め
、
追
加
ボ
ー
ナ
ス

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）。

参
考 

Ｐ
Ｆ
Ｓ（P

a
y

 F
o

r S
u

c
c

e
ss

）

行
政
が
民
間
事
業
者
に
対
し
、
成
果
の
達
成

を
求
め
、
達
成
度
合
い
に
応
じ
て
支
払
い
を
行

う
契
約
方
式
の
こ
と
で
、「
成
果
連
動
型
民
間

委
託
契
約
方
式
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

グリーンインフラの整備における民間資金調達

写真	1	グリーンインフラ整備事例

図3　成果と利回りの関係

海外事例

米国

※基本の利回りは3.4%
※成果が目標基準値幅を上回る
（High）場合、ボーナスの330万
ドル分は利回りに反映され利回
り6.3％となる

コラム2
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
学
ぶ

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

3
2023年1月24日（火） オンライン開催

水循環シンポジウム2022
～先例にまなび、地域振興を考える～

【プログラム】
１.	事例発表
［発表①］若者のアイデアでつくる水循環と地域振興
	 秋田県にかほ市	企画調整部総合政策課企画調整班	副主幹　土田	秀喜氏

［発表②］うきはの自然を活かしたまちづくり～うきはテロワール～
福岡県うきは市	水環境課水資源対策係　中野	広将氏

［発表③］八王子市の水循環行政～水循環と地域振興～	
東京都八王子市	水循環部水環境整備課	主任　清水	亨氏

［発表④］流域関係人口のつくり方～水循環とウェルビーイング～	
株式会社ソトコト・プラネット代表取締役	ソトコト編集長　指出	一正氏

2.	パネルディスカッション　
	 テーマ：先例にまなび、地域振興を考える
コーディネーター	 株式会社ソトコト・プラネット　指出	一正氏

パネリスト	 秋田県にかほ市　土田	秀喜氏

	 福岡県うきは市　中野	広将氏

	 東京都八王子市　清水	亨氏

注）プログラム中の所属役職は、2023年1月24日時点のものです。



62３　シンポジウムから学ぶ流域マネジメント

市
内
完
結
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
流
域

　

秋
田
県
に
か
ほ
市
は
、
秋
田
県
の
南
西

部
、
山
形
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
南
に

鳥
海
山
、
西
に
日
本
海
と
、
海
と
山
に
囲

ま
れ
た
風
光
明
媚
な
ま
ち
で
す
。
温
暖
で

春
の
訪
れ
も
早
く
、
降
雪
量
も
比
較
的
少

な
い
地
域
で
す
。
人
口
は
約
２
万
３
千
人
、

製
造
業
が
盛
ん
で
、
県
内
で
も
屈
指
の
工

業
集
積
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
に
か

ほ
市
は
南
に
鳥
海
山
が
そ
び
え
、
鳥
海
山

か
ら
流
れ
る
河
川
は
、
他
市
と
の
境
界
を

ま
た
ぐ
こ
と
な
く
市
内
だ
け
を
通
っ
て
日

本
海
に
注
い
で
お
り
、
市
内
完
結
型
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
流
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
と
若
手
職
員
主
導
の
計
画
づ
く
り

　
「
に
か
ほ
市
水
循
環
基
本
計
画
」
は
、

２
０
２
２
年
３
月
に
策
定
、
８
月
に
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
に
か
ほ
市
は
、
豊
富
な

水
資
源
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
鳥
海
山
の

豊
富
な
伏
流
水
等
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

２
０
１
８
年
に
国
土
交
通
省
の
「
地
域
振

興
策
に
資
す
る
新
た
な
下
水
道
の
役
割
に

関
す
る
検
討
支
援
業
務
」
の
検
討
対
象
都

市
に
選
定
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
水
循
環
基

本
計
画
の
策
定
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

水
循
環
基
本
計
画
の
策
定
に
際
し
て
は
、

市
内
外
の
学
生
（
若
者
）
ら
が
主
導
的
に

地
域
の
水
循
環
と
地
域
振
興
の
構
想
を
考

え
る
「
若
者
が
ミ
ズ
か
ら
描
く
未
来
討
論

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
生
ま
れ

た
学
生
の
ア
イ
デ
ア
は
、
計
画
の
検
討
と

地
域
振
興
策
の
ピ
ク
チ
ャ
ー
化
に
活
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
深
掘
り
し
、

事
業
ベ
ー
ス
に
す
る
た
め
、
市
役
所
の
若

手
職
員
と
水
循
環
基
本
計
画
策
定
に
関
わ

る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
職
員
に
よ
る
勉
強
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
地
元

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
策
の
落
と
し
込
み

と
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
協
働

体
制
の
確
立
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
議
論

し
、
水
循
環
基
本
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。

３
つ
の
「
宝
箱
」

　

水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
目
指
す
べ
き

基
本
理
念
を
「
水
循
環
を
生
か
し
た
躍
動

す
る
に
か
ほ
市
を
創
造
す
る
」
と
定
め
、

目
指
す
べ
き
将
来
像
を
「
未
来
型
水
循
環

都
市
に
か
ほ
モ
デ
ル
」
と
設
定
し
て
い
ま

す
。「
市
の
魅
力
を
市
の
内
外
へ
発
信
す

る
」、「
排
水
か
ら
生
ま
れ
る
資
源
の
有
効

活
用
」、「
水
と
の
共
生
か
ら
生
ま
れ
る
新

た
な
付
加
価
値
」
と
い
う
３
つ
を
「
宝
箱
」

と
し
、
こ
の
「
宝
箱
」
を
一
つ
ず
つ
開
け

て
い
く
こ
と
で
前
に
進
み
、
躍
動
す
る
に

か
ほ
市
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。

若
者
の
継
続
的
な
参
加

　

取
組
の
第
１
弾
と
し
て
、
１
年
目
で
あ

る
２
０
２
２
年
10
月
に
「
ミ
ズ
か
ら
に
か

ほ
２
０
２
２
～
め
ぐ
る
水
か
ら
探
し
て
み

若
者
の
ア
イ
デ
ア
で
つ
く
る

水
循
環
と
地
域
振
興

	
発
表
者

秋
田
県
に
か
ほ
市
企
画
調
整
部

総
合
政
策
課
企
画
調
整
班
副
主
幹

土
田	

秀
喜
氏

よ
う
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
開
催
し
ま
し
た
。

市
民
に
自
分
ご
と
と
し
て
参
加
し
て
も
ら

う
た
め
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
コ
メ
ン
ト
を

発
信
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
若
者
の

視
点
か
ら
水
と
の
関
わ
り
方
を
紹
介
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
地
元
仁
賀
保
高
校
の
Ｏ

Ｂ
の
大
学
生
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

仁
賀
保
高
校
の
生
徒
と
市
長
に
よ
る
対

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
対
談
の
中
で
、
に
か

ほ
市
の
伏
流
水
を
使
っ
て
サ
イ
ダ
ー
を
つ

く
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

若
者
の
視
点
や
ア
イ
デ
ア
か
ら
の
気
づ
き

に
つ
い
て
は
広
報
紙
を
使
っ
て
市
民
に
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。

水
循
環
と
ジ
オ
パ
ー
ク

　

に
か
ほ
市
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
活
動

も
行
っ
て
お
り
、「
日
本
海
と
大
地
が
つ

く
る
水
と
命
の
循
環
」
を
テ
ー
マ
に
県
境

を
ま
た
ぐ
３
市
１
町
で
鳥
海
山
・
飛
島

ジ
オ
パ
ー
ク
を
構
成
し
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
に
か
ほ
エ
リ

ア
に
は
、
水
に
関
す
る
サ
イ
ト
が
非
常
に

多
く
、
水
循
環
と
は
密
接
な
つ
な
が
り
を

持
っ
て
お
り
、
現
在
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
指
し
て
推
進
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

未来型水循環都市にかほモデル
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地
下
水
に
恵
ま
れ
た
「
水
の
ま
ち
」

　

福
岡
県
う
き
は
市
は
、
福
岡
県
の
南
東

部
に
位
置
し
、
北
に
筑
後
川
、
南
に
耳
納

連
山
に
挟
ま
れ
、
地
下
水
だ
け
で
生
活

用
水
を
賄
っ
て
い
る
「
水
の
ま
ち
」
で
す
。

平
野
部
、
山
麓
部
、
山
間
部
は
多
様
な
自

然
環
境
の
下
で
様
々
な
農
産
物
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
う
き
は
市
は
、
人
口
は
約

２
万
８
千
人
の
小
さ
な
ま
ち
で
、
面
積
は

１
１
７
・
４
６
㎢
、
面
積
の
半
分
を
森
林

が
占
め
て
い
ま
す
。
森
林
が
多
い
こ
と
が

豊
富
な
水
循
環
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
原
風
景
が
残
る
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

地
下
水
保
全
の
取
組

　

う
き
は
市
で
は
も
と
も
と
水
循
環
に
関

す
る
取
組
を
進
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

う
き
は
の
自
然
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

　

～
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
～

	
発
表
者

福
岡
県
う
き
は
市
水
環
境
課

水
資
源
対
策
係　

中
野	

広
将
氏

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
に
策
定
し
た

「
第
２
次
う
き
は
市
総
合
計
画
」
で
は
、「
う

き
は
ブ
ラ
ン
ド
を
絆
で
結
ぶ
し
あ
わ
せ
彩

る
う
き
は
市
」
を
将
来
像
と
し
て
設
定
し

て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
地
下
水

保
全
に
関
す
る
施
策
や
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

水
循
環
に
関
す
る
取
組
の
明
文
化

　

２
０
１
８
年
に
は
、「
第
２
次
う
き
は

市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
目
指
す
環
境
像
と
し
て
「
自

然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
未
来
へ
」
を
掲
げ
、

水
循
環
に
関
す
る
取
組
を
明
文
化
し
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
の
一
部
を
、
２
０
２
１

年
に
流
域
水
循
環
計
画
と
し
て
情
報
提
供

し
、
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
下
水
の
保
全

に
関
し
て
は
、
地
下
水
源
の
保
全
、
地
下

水
質
の
保
全
や
上
水
道
等
の
整
備
を
推
進

し
、
河
川
の
水
質
保
全
に
関
し
て
は
、
公

共
下
水
道
等
の
整
備
や
河
川
水
質
の
管
理

等
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
下
水
の
調
査
と
条
例
の
制
定

　

耳
納
山
地
と
阿
蘇
山
を
水
源
と
す
る
筑

後
川
水
系
か
ら
に
じ
み
出
る
豊
富
で
良
質

な
地
下
水
が
、
古
く
か
ら
地
域
の
暮
ら
し

を
支
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
下
水
の
現

況
を
知
る
た
め
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
平

地
で
の
地
下
の
貯
留
水
の
総
量
が
約
７
億

㎥
と
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
は
潤
沢
な
地
下
水
で
す
が
、
過
剰
な
地

下
水
揚
水
に
よ
る
井
戸
枯
れ
を
防
ぐ
た
め
、

地
下
水
保
全
条
例
を
制
定
し
、
事
業
用
や

営
業
用
と
し
て
１
日
当
た
り
10
㎥
以
上
の

地
下
水
を
利
用
す
る
場
合
の
届
出
を
定
め

ま
し
た
。

う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル

　

次
に
、「
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
テ
ロ
ワ
ー
ル
と
は
、地
理
、

地
勢
、
気
候
の
特
徴
を
さ
す
フ
ラ
ン
ス
で

生
ま
れ
た
言
葉
で
す
。
う
き
は
市
の
地
理

的
特
性
を
学
術
的
に
調
査
し
た
結
果
、
フ

ラ
ン
ス
の
ワ
イ
ン
産
地
、
ボ
ル
ド
ー
や
ア

ル
ザ
ス
と
よ
く
似
た
日
本
で
も
珍
し
い
地

質
・
地
形
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

う
き
は
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
を

「
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　

う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
で
は
、「
地
形
」、

「
気
温
」、「
土
壌
」、「
風
」、「
水
」、「
雨
」、

「
地
理
」
を
７
大
自
然
要
素
と
し
て
い
ま

す
。
う
き
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
取
組
は
、
市

民
に
対
し
、
豊
か
な
地
下
水
は
お
い
し
い

農
産
物
を
育
て
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い

要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
広
く
周
知

し
、
地
下
水
資
源
の
有
効
活
用
や
地
下
水

に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
う

き
は
産
農
産
物
の
価
値
を
高
め
る
ブ
ラ
ン

ド
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
農
業
に
適
し
た
環
境
の
中
、
と
り
わ
け

フ
ル
ー
ツ
栽
培
が
盛
ん
で
、
春
先
の
イ
チ

ゴ
か
ら
、
桃
、
ブ
ド
ウ
、
梨
、
柿
な
ど
、
年

間
を
通
し
て
様
々
な
フ
ル
ー
ツ
が
栽
培
さ

れ
「
フ
ル
ー
ツ
王
国
う
き
は
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
市
内
の
名
所
で

あ
る
白
壁
の
町
並
み
に
は
、
こ
の
う
き
は

産
フ
ル
ー
ツ
を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
店
や

カ
フ
ェ
が
続
々
と
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

地
下
水
の
広
報
と
こ
れ
か
ら

　

ま
た
、
市
民
に
地
下
水
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、
広
報
紙
で
の
「
う
き
は

の
恵
水
（
め
ぐ
み
）」
掲
載
に
よ
る
情
報
発

信
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
地
下
水
に

関
す
る
情
報
や
地
下
水
を
保
全
す
る
取
組

の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
水
辺
環
境
、
自
然
環
境
を
保

全
し
、
地
下
水
の
恩
恵
を
未
来
に
つ
な
ぐ
、

水
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

うきはテロワール７大自然要素
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市
街
化
と
浅
川

　

東
京
都
八
王
子
市
は
、東
京
の
西
部
に
位

置
し
、面
積
は
1
8
6
㎢
、人
口
が
約
56
万

人
で
す
。人
口
は
昭
和
39
年（
１
９
６
４
年
）

と
比
較
し
て
約
２
・
７
倍
に
な
り
、
市
街
地

が
山
側
に
も
伸
び
て
い
ま
す
。

　

八
王
子
市
は
、
多
摩
川
と
市
の
北
側
で

接
し
、
多
摩
川
の
支
流
で
あ
る
浅
川
が
市

の
中
心
部
を
流
れ
て
い
ま
す
。
浅
川
は
、

母
な
る
川
や
ふ
る
さ
と
の
川
と
し
て
、
親

し
み
を
持
っ
て
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

河
川
の
水
質
改
善

　

公
共
下
水
道
が
２
０
０
７
年
に
概
成
し
、

現
在
で
は
99
・
９
％
の
整
備
が
終
わ
り
、

ま
た
普
及
率
、
接
続
率
も
現
在
98
・
６
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
河
川

の
水
質
は
、
１
９
９
８
年
頃
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の

値
が
15
や
20
と
い
う
地
点
も
あ
り
、
全
国

ワ
ー
ス
ト
10
に
入
る
よ
う
な
状
況
で
し
た

が
、
２
０
０
８
年
に
は
、
ほ
ぼ
環
境
基
準

を
達
成
し
ま
し
た
。

水
循
環
計
画
の
策
定

　

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
２
０
１
０

年
に
水
循
環
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
整
備
が
終
わ
り
、
新
た
に
水
循
環

部
と
い
う
組
織
が
で
き
、
水
循
環
に
関
す

る
取
組
が
具
体
的
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
計
画
は
、
5
年
後
に
見
直
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
頃
、
水
循
環
基
本
法
や
雨
水
利

用
促
進
法
な
ど
施
行
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
雨
水
貯
留
浸
透
推
進
計
画
が
位
置

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
に
は
、第
２
次
水
循
環
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
水
循
環
計
画

は
「
行
動
」、「
イ
ン
フ
ラ
」、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
い
う
３
つ
の
大
き
な
方
針
の
中
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
行
動
」
と
し
て
、
浸
透
、

水
質
や
自
然
環
境
の
保
全
、
活
用
、
治
水
と

い
う
４
つ
を
位
置
づ
け
、
上
水
道
、
下
水
道
、

し
尿
処
理
と
い
う
３
つ
の
「
イ
ン
フ
ラ
」
を

保
全
し
な
が
ら
、湧
水
地
な
ど
の
水
辺
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、散
策
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
す

る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

湧
水
ネ
ッ
ク
レ
ス
構
想

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、「
湧
水
ネ
ッ
ク

レ
ス
構
想
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

八
王
子
市
で
は
、
学
生
か
ら
政
策
提
案
を

受
け
る
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
、
市
街
地
に
近
い
８
つ
の
湧
水
を
選

定
し
、
地
域
の
発
展
に
向
け
た
整
備
や
、

湧
水
同
士
を
つ
な
ぐ
道
を
つ
く
る
と
い
う

湧
水
ネ
ッ
ク
レ
ス
構
想
と
い
う
提
案
が
あ

り
、
そ
の
構
想
を
踏
ま
え
た
水
辺
整
備
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

水
辺
の
活
用

　

南
浅
川
の
上
流
部
と
下
流
部
に
そ
れ
ぞ

れ
会
場
を
設
け
、「
ふ
る
さ
と
川
ま
つ
り
」

と
い
う
名
で
２
箇
所
同
時
で
水
辺
の
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、

市
政
１
０
０
周
年
で
誘
致
し
た
「
全
国
都

市
緑
化
は
ち
お
う
じ
フ
ェ
ア
」
で
、
南
浅

川
を
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
、
２
か
所

の
ふ
る
さ
と
川
ま
つ
り
と
そ
の
間
を
つ
な

ぐ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
に
実
施
し

た
水
辺
の
活
用
実
証
実
験
で
は
、
水
辺
活

用
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
た
め
、「
八
王
子

水
辺
活
動
チ
ャ
レ
ン
ジ
“
ミ
ズ
カ
ツ
”」
と

い
う
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
中
心
に
ア
ウ
ト

ド
ア
グ
ッ
ズ
等
の
物
販
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、水
辺
に
近
づ
い
て
水
と
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、礫
河
原
を
利
用
し
た
た
き
火
体

験
も
実
施
し
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
、
こ

う
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
も
っ
と
実
施
し
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
を
多
数
頂
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
、年
間
を
通
じ
て
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等

を
設
置
す
る
な
ど
し
て
水
辺
活
用
が
で
き

な
い
か
、ま
た
民
間
主
導
で
で
き
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

町
会
や
自
治
会
と
の
連
携
と
今
後

　

ま
た
、
町
会
や
自
治
会
の
活
動
支
援
も

重
要
で
す
。
町
会
や
自
治
会
を
通
じ
て
市

民
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
積
み
重

ね
な
が
ら
、
地
域
振
興
を
進
め
て
い
け
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
４
年
前
の
東
日
本
台
風
で
は
、

八
王
子
市
も
浸
水
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

流
域
の
貯
留
浸
透
は
、
従
来
、
湧
水
の
保

全
や
地
下
水
の
保
全
の
た
め
に
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
豪
雨
対
策
に
も
シ
フ
ト

し
な
が
ら
貯
留
浸
透
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

水辺のビアガーデン

八
王
子
市
の
水
循
環
行
政

　

～
水
循
環
と
地
域
振
興
～

	
発
表
者

東
京
都
八
王
子
市
水
循
環
部

水
環
境
整
備
課
主
任　

清
水	

亨
氏
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関
係
人
口
と
は

　

今
日
は
、
流
域
関
係
人
口
に
つ
い
て
話

を
し
ま
す
。
関
係
人
口
と
い
う
の
は
、
観
光

以
上
、
移
住
未
満
、
第
３
の
人
口
と
訳
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
地

域
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
地
域
振
興
の
一
助
と
な
る
よ

う
な
人
口
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
関
係
人
口
は
、
い
ろ
ん
な
場
所
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
移
住
ま
で
い
か
な
い
が
、

観
光
で
は
飽
き
足
ら
な
い
。
地
域
の
み
ん

な
と
地
域
を
盛
り
上
げ
る
未
来
を
つ
く
っ

て
み
た
い
と
い
う
若
い
人
た
ち
が
、
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
作
っ
て
い
ま
す
。

最
上
川
流
域
の
関
係
人
口

　

山
形
の
最
上
エ
リ
ア
は
、
真
室
川
町
だ

け
で
は
な
く
、
新
庄
市
、
鮭
川
村
や
金
山

町
と
い
っ
た
美
し
い
町
々
が
連
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
町
に
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る

若
い
人
が
い
て
、
お
互
い
に
町
を
飛
び
越

え
、自
分
達
で
マ
ル
シ
ェ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
と
き
に
協
働
し
て
い
ま
す
。

こ
の
若
い
人
達
に
共
通
す
る
も
の
を
考
え

た
と
き
、
そ
こ
に
は
「
最
上
川
の
流
域
」
が

あ
り
ま
し
た
。
川
と
い
う
の
は
ハ
イ
ウ
ェ

イ
で
す
。
舟
運
で
栄
え
た
と
こ
ろ
な
ど
も

あ
り
ま
す
が
、
川
か
ら
楽
し
い
話
が
流
れ

て
き
た
り
、
最
新
の
情
報
が
入
っ
て
き
た

り
し
ま
す
。
川
を
通
し
て
、
自
分
達
の
共
通

性
を
見
出
し
て
い
る
若
い
人
達
が
多
数
現

れ
た
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
特
に
最

上
川
流
域
は
盛
ん
で
す
。
最
上
川
と
同
じ

よ
う
に
流
域
で
地
域
振
興
を
進
め
て
い
る

人
々
を
取
材
す
る
こ
と
が
重
な
り
、「
流
域

関
係
人
口
」
と
い
う
の
は
、
各
地
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
国
町
と
水
循
環

　

山
形
県
小
国
町
に
は
、
荒
川
と
玉
川
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
大
勢
の
方
が
集
ま
り

ま
す
。
若
い
人
達
の
中
に
は
、
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
と
水
循
環
に
興
味
を
抱
い
て
い
る

人
が
大
勢
い
ま
す
。
水
が
あ
る
場
所
で
何

を
求
め
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
水
と
と

も
に
織
り
な
さ
れ
る
暮
ら
し
に
触
れ
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
大
き
い
よ
う
で
、
流
域

に
暮
ら
す
人
達
と
出
会
う
こ
と
に
よ
り
水

循
環
を
考
え
る
若
い
人
達
が
増
え
て
き
ま

し
た
。

鏡
川
の
関
係
人
口
講
座

　

高
知
市
の
鏡
川
の
流
域
で
も
関
係
人
口

の
講
座
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。「
流
域
」
と

い
う
言
葉
を
発
す
る
と
若
い
人
達
が
集
ま

る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
水
に
近
い

と
こ
ろ
で
お
し
ゃ
れ
な
こ
と
、
楽
し
い
こ

と
、
み
ん
な
で
笑
い
合
え
る
よ
う
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
達

が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
上
流
か
ら
連
な
る

文
化
、
人
の
暮
ら
し
と
い
っ
た
も
の
を
見

て
い
く
こ
と
で
、
町
が
“
自
分
ご
と
”
に

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
遊
ぶ
だ
け
で

は
な
く
、
水
の
循
環
の
中
か
ら
育
ま
れ
る

農
産
物
を
ど
う
東
京
で
販
売
し
よ
う
か
と

い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
若
い
人
達
が

50
名
近
く
現
れ
ま
し
た
。

流
域
関
係
人
口
の
つ
く
り
方

～
水
循
環
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
～

	

発
表
者

株
式
会
社
ソ
ト
コ
ト
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役
・
ソ
ト
コ
ト
編
集
長

指
出	

一
正
氏

関
係
案
内
所

　

神
戸
に
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ　

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ

Ｉ
Ｏ
」
と
い
う
場
所
が
で
き
ま
し
た
。
人

と
人
と
の
関
係
を
案
内
す
る
「
関
係
案

内
所
」
で
す
が
、
中
に
は
水
族
館
が
あ
っ

て
、
水
の
学
び
の
中
か
ら
自
然
と
の
暮
ら

し
、
共
生
す
る
こ
と
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

を
テ
ー
マ
に
し
た
複
合
施
設
で
す
。

地
域
振
興
の
ポ
イ
ン
ト

　

地
域
振
興
で
大
事
な
こ
と
は
人
が
立
ち

現
れ
る
こ
と
で
す
。流
域
や
水
辺
に
立
ち
現

れ
る
仕
組
み
を
ど
う
作
る
か
、そ
れ
が
流
域

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
水
循
環
の
中
か
ら
面
白

い
形
で
現
れ
る
と
、若
い
人
達
が
水
辺
に
立

ち
現
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

関
係
人
口
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　

本
日
、
流
域
関
係
人
口
の
話
を
し
た
理

由
は
、「
関
係
人
口
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
」
に
あ
り
ま
す
。
今
、
社
会
は
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
な
世
界
を
作
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
先
に
あ
る
の
は
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
の
で
は
な
い
か
と
常
々

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
町
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
、
こ
こ
に
い
る
こ
と
を
じ
ん
わ
り

と
か
み
し
め
る
こ
と
を
、
幸
せ
の
中
で
は
、

中
長
期
的
な
幸
せ
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

と
呼
ぶ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
感
覚
こ
そ
、
流
域

や
水
循
環
で
生
み
出
す
べ
き
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

鏡川流域パートナーシップ
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若
者
と
水
循
環

　

水
が
起
点
と
な
っ
て
、
こ
れ
だ
け
多
様

な
風
景
や
生
物
相
を
保
っ
て
い
る
日
本

だ
か
ら
こ
そ
、
水
循
環
と
い
う
も
の
が
格

好
良
く
、
お
し
ゃ
れ
な
も
の
で
、
か
け
が

え
の
な
い
も
の
だ
と
若
い
人
達
に
伝
え
て
、

共
有
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
な
ア
ク
シ
ョ

ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
と
め

　

流
域
関
係
人
口
に
つ
い
て
ま
と
め
る

と
、
関
係
案
内
所
が
あ
る
か
、
お
し
ゃ
れ

な
広
域
連
携
が
あ
る
か
、
水
循
環
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
的
な
視
点
が
入
っ
て
い
る
か
、
そ
し

て
、
何
よ
り
も
そ
の
地
域
や
そ
の
水
辺
で
、

こ
こ
に
い
て
う
れ
し
い
な
と
思
う
安
心
感

が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。

流域関係人口のサスティナブルな視点
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水
循
環
と
地
域
振
興	—

—
—
—
—
—
—

【
指
出
氏
】

　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
地
域
振
興
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
行
っ
て
い

る
水
循
環
と
地
域
振
興
を
掛
け
合
わ
せ
る

取
組
や
、
水
循
環
と
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う

捉
え
て
、
つ
な
げ
て
い
る
か
を
聞
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
土
田
氏
】

　

に
か
ほ
市
は
、
鳥
海
山
、
そ
の
伏
流
水

を
活
か
し
た
「
イ
ワ
ガ
キ
」
が
あ
り
ま
す
。

既
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
観
光
分
野

に
お
い
て
も
、
商
業
ベ
ー
ス
に
お
い
て
も

地
位
が
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

指
出
さ
ん
の
先
ほ
ど
の
流
域
関
係
人
口

の
発
表
を
聞
い
て
伺
い
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
に
か
ほ
市
は
、
主
流
河
川
が
他
市
の

境
界
を
ま
た
が
ず
に
市
内
だ
け
で
完
結
し

て
お
り
、
流
域
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
す
。
山

形
県
の
流
域
で
は
町
を
越
え
て
関
係
人
口

を
創
出
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た

が
、
に
か
ほ
市
で
流
域
関
係
人
口
を
増
や

す
場
合
は
、
ど
う
い
っ
た
取
組
が
考
え
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。

【
指
出
氏
】

　

実
は
、
市
内
の
流
域
関
係
人
口
こ
そ
が
、

大
事
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
例
え
ば
、
ま
ち

に
暮
ら
す
人
と
里
に
暮
ら
す
人
が
会
っ
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
上
流
か
ら

下
流
の
間
で
、
上
流
、
中
流
、
下
流
域
と

い
う
よ
う
に
セ
グ
メ
ン
ト
化
さ
れ
て
、
な

か
な
か
人
と
の
出
会
い
が
な
い
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
流
域
の
中
で
お
互
い
に

声
を
か
け
合
う
こ
と
で
、
防
災
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
し
、
誰
か
を
知
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
何
か
あ
っ

た
と
き
に
、
自
他
共
栄
に
な
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
知
市
は
、
に
か
ほ
市
と
多
分
と
て
も

似
て
い
ま
す
。
市
内
で
完
結
す
る
川
の
中

で
、
高
知
の
中
心
市
街
地
に
住
ん
で
い
る

人
と
上
流
の
山
村
に
住
ん
で
い
る
人
の
関

係
性
が
あ
ま
り
に
も
薄
い
の
で
、
災
害
が

あ
っ
た
と
き
に
は
お
互
い
に
助
け
合
う
よ

う
な
関
係
性
が
生
ま
れ
に
く
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今

の
う
ち
に
そ
の
よ
う
な
関
係
を
つ
く
る

た
め
に
、
外
か
ら
の
関
係
人
口
や
、
中
の

人
た
ち
同
士
の
関
係
性
を
求
め
て
、
そ
う

い
う
講
座
を
受
け
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
つ
く
っ
て
い
く
と
安
心
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
関
係
人
口
の
講
座

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
に
か
ほ
市
の
よ
う

に
鳥
海
山
か
ら
水
循
環
が
視
覚
的
に
も
見

え
や
す
い
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
上
流
域
の

皆
さ
ん
と
市
街
地
の
皆
さ
ん
と
、
そ
の
中

間
の
人
た
ち
の
関
係
性
を
つ
く
っ
て
お
く

こ
と
が
大
事
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
中
野
氏
】

　

発
表
で
も
御
紹
介
し
た
「
う
き
は
テ
ロ

ワ
ー
ル
」
は
、
地
域
産
業
振
興
を
支
え
て

お
り
、
力
を
入
れ
て
い
る
部
分
で
す
。
う

き
は
の
水
と
い
う
の
が
平
地
部
で
は
20
年

か
ら
30
年
、
山
間
部
・
山
地
部
で
は
約
50

年
滞
留
し
た
岩
石
の
も
つ
ミ
ネ
ラ
ル
が
溶

け
込
ん
だ
お
い
し
い
水
で
、
こ
の
水
を
生

か
し
て
栽
培
さ
れ
た
う
き
は
産
の
フ
ル
ー

ツ
を
全
国
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
で
、
九
州

の
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
「
な
な
つ
星
」
で

も
、
う
き
は
の
フ
ル
ー
ツ
や
う
き
は
の
水

を
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
、
認

知
度
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

他
に
、
筑
後
川
流
域
の
連
携
構
築
で
実

施
し
て
い
る
筑
後
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

今
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
は
う
き
は
市

が
担
当
し
、
健
全
な
水
循
環
を
次
世
代
に

継
承
す
る
た
め
に
、
気
候
変
動
と
流
域
水

循
環
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
取
組
と

し
て
、
市
内
や
市
外
の
方
に
対
し
て
、
地

球
温
暖
化
や
豪
雨
災
害
、
地
下
水
な
ど
を

テ
ー
マ
に
ブ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
や
出
展
を
し

ま
し
た
。

　

ま
た
生
物
多
様
性
の
観
点
で
、
水
辺
環

境
や
自
然
環
境
の
保
全
の
取
組
を
し
て
お

り
、
事
業
者
と
一
緒
に
、
地
域
と
の
関
わ

り
、
連
携
を
深
め
て
い
く
取
組
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
指
出
氏
】

　

地
下
水
は
地
下
に
あ
る
の
で
、
な
か
な

か
手
に
取
れ
な
い
で
す
が
、
う
き
は
市
の

お
い
し
い
フ
ル
ー
ツ
や
水
が「
な
な
つ
星
」

に
乗
る
こ
と
で
、
手
に
取
り
や
す
い
地
下

水
の
現
象
と
し
て
み
ん
な
の
元
に
届
き
、

ま
ち
の
発
信
に
非
常
に
つ
な
が
っ
て
い
る

感
じ
が
し
ま
し
た
。

【
清
水
氏
】

　

水
循
環
計
画
を
作
成
し
た
と
き
に
、
取

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー	

株
式
会
社
ソ
ト
コ
ト
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
　
指
出	

一
正
氏

パ
ネ
リ
ス
ト	

秋
田
県
に
か
ほ
市
　
土
田	

秀
喜
氏

	

福
岡
県
う
き
は
市
　
中
野	

広
将
氏

	

東
京
都
八
王
子
市
　
清
水	

亨
氏
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組
自
体
が
ま
ち
づ
く
り
だ
と
い
う
位
置
づ

け
を
し
て
、
雨
水
を
浸
透
さ
せ
、
地
下
水

を
保
全
し
、
水
辺
を
活
用
し
、
浸
水
を
抑

え
て
と
い
う
こ
と
、
全
部
が
ま
ち
づ
く
り

だ
と
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
振
興
と

い
う
観
点
で
い
え
ば
、
水
循
環
を
、
水
辺

と
い
う
部
分
で
切
り
取
っ
て
活
用
し
て
い

く
イ
メ
ー
ジ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

発
表
で
紹
介
し
た
５
年
前
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

地
域
の
町
会
・
自
治
会
に
出
店
を
し
て
い

た
だ
き
、
市
民
の
方
に
過
ご
し
て
も
ら
う

と
い
う
企
画
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
度

（
２
０
２
２
年
度
）
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
じ

水
辺
で
過
ご
す
に
し
て
も
、
プ
ロ
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
も
ら
う
形
で
の
イ
ベ
ン

ト
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

【
指
出
氏
】

　

水
循
環
や
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う

非
常
に
広
い
も
の
を
ど
う
市
民
に
伝
え
て

い
く
か
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く

か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
水
辺
を
切
り
取
っ

て
、
ま
ず
は
伝
え
て
い
る
と
い
う
お
話
で

し
た
。
こ
れ
は
編
集
の
視
点
で
大
事
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
多
分
、
水
辺
と
い
う

の
は
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
で
、
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

す
る
こ
と
で
、
水
に
関
心
の
あ
る
人
達
を

増
や
し
、
情
報
等
を
共
有
す
る
仕
組
み
を

や
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
一

言
で
伝
え
る
の
は
難
し
い
ワ
ー
ド
だ
か

ら
こ
そ
、
ど
う
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
す
る
の
か
、

切
り
取
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大

事
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
水
辺
と
い
う
の

は
公
共
空
間
の
１
つ
で
す
か
ら
、
人
が
プ

ラ
ザ
の
よ
う
に
集
ま
り
や
す
い
場
所
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
展
望——

—
—
—
—
—
—
—
—
—

【
指
出
氏
】

　

こ
れ
か
ら
の
展
望
、
こ
れ
だ
け
は
み
ん

な
と
共
有
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、

一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
。

【
土
田
氏
】

　

い
ろ
い
ろ
な
計
画
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
森
林
の
保
全
計
画

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
開
発
は
さ
せ
な

い
、
景
観
保
護
計
画
で
あ
れ
ば
、
景
観
を

守
っ
て
い
き
な
さ
い
、
と
い
う
計
画
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
水
循
環
基
本
計
画
と
い

う
の
は
、
そ
の
点
も
含
め
て
今
後
の
地
域

振
興
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
、
定
め
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
前
に
進
め
て
い
く
と
い

う
面
で
、
他
の
計
画
と
は
違
う
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
計
画
を
策
定
し
て
終
わ

り
で
は
な
く
て
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
（
２
０
２
２
年
度
）
は
市
民
向
け
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
ま
ず
魅
力
を
発
信

し
て
い
く
。
２
０
２
３
年
度
は
、
流
域
水

循
環
協
議
会
の
設
立
の
準
備
に
入
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
中
野
氏
】

　

う
き
は
市
の
特
有
の
自
然
環
境
で
恵
ま

れ
た
地
下
水
は
貴
重
な
水
資
源
で
す
。
こ
の

貴
重
な
水
資
源
を
活
か
し
て
、
う
き
は
テ

ロ
ワ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
、
市
の
魅
力
を

も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
市
民
の
方

に
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
取
組
を
今

後
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
清
水
氏
】

　

水
辺
の
活
用
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、

安
心
・
安
全
と
い
う
の
が
何
よ
り
も
重
要

だ
と
認
識
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め

な
い
流
下
施
設
の
整
備
を
ど
れ
だ
け
で
き

る
か
が
、
水
辺
の
活
用
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
八
王
子
の
場
合
は
、
雨

が
降
っ
て
、
特
に
山
に
降
っ
た
雨
が
蓄
え

ら
れ
て
、
湧
き
水
が
出
て
、
川
に
な
っ
て
、

水
辺
が
で
き
て
、
隣
の
市
、
下
流
に
流
れ

て
い
く
と
い
う
水
循
環
の
意
識
が
取
組
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め	—

—
—
—
—

【
指
出
氏
】

　

今
回
、
に
か
ほ
市
、
う
き
は
市
、
八
王

子
市
と
い
う
素
敵
な
市
の
担
当
の
方
が
水

循
環
と
地
域
振
興
の
話
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、

ど
こ
に
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
資
源
や
人

が
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
仕
組
み
が
あ

る
。
そ
の
地
域
ご
と
に
工
夫
を
し
て
い
け

ば
、
水
循
環
か
ら
地
域
振
興
が
生
ま
れ
る

メ
リ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
ど
ん
ど
ん
示
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
ど
う
掛
け

合
わ
せ
て
水
循
環
と
地
域
振
興
に
つ
な
げ

て
い
く
か
、
楽
し
い
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
よ
く
「
わ
く
わ
く
」
と
い
う
言
葉

を
使
い
ま
す
が
、
語
源
は
水
が
立
ち
現
れ

る
さ
ま
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
が
湧

く
さ
ま
で
す
ね
。
人
は
水
を
見
る
と
安
心

し
ま
す
。
こ
れ
で
し
ば
ら
く
生
き
て
い
け

る
と
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、

そ
の
水
の
揺
ら
ぎ
が
幸
せ
な
感
情
を
呼
び

起
こ
す
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に

し
て
も
水
と
い
う
の
は
と
て
も
大
事
な
役

割
を
持
っ
て
い
て
、
私
達
が
生
き
て
い
く

中
で
大
事
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
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を
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
、
ど
う
付
き

合
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
仕
組
み
を
つ
く

る
側
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
暮
ら
す
み

ん
な
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
時
代
に
入
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
域
の

若
い
人
達
や
、
お
い
し
い
食
べ
物
、
都
市

型
河
川
を
ど
う
活
か
す
か
、
と
い
う
こ
と

が
語
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に

日
本
の
水
循
環
の
話
が
ど
ん
ど
ん
広
ま
っ

て
、
深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
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「健全な水循環」に関するロゴマークについて

「水の日」記念行事の「水を考えるつどい」（平成 27 年 8 月 1 日開催）において、
「健全な水循環」に関するロゴマークの発表が行われた。

●応募総数 1,457 作品の中から審査の結果、最優秀賞 1編、優秀賞 4編が決定

●主催 : 内閣官房水循環政策本部事務局、水の週間実行委員会

〈ロゴマークに込めた作者の想い〉 

永遠の循環を表す無限（∞）のマークと、雫のフォルム、
そして水に対する親しみと身近さを表す笑顔を組み合わせました。
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あとがき
平成26年７月に「水循環基本法」が施行され、これを受け、平成27年

７月に、我が国の水循環施策の道しるべとなる「水循環基本計画」が初めて
策定されました。これらにより、流域の総合的かつ一体的な管理を行う
「流域マネジメント」の考え方が示され、着実に流域マネジメントの取組が
広がっています。
このような中、令和２年６月には、水循環基本計画の見直しが行われ、

「流域マネジメントによる水循環イノベーション～流域マネジメントの更なる
展開と質の向上～」が重点的に取り組む３本柱の一つに位置付けられま
した。流域マネジメントが着実に進展している中、更なる展開と質の向上を
図っていくために、流域マネジメントに先進的に取り組んでいる事例を
発信し、多くの方に流域マネジメントの事例を知っていただくとともに、その
成功ノウハウを学び・取組に活かしていただくことが必要です。このような
ことから、内閣官房水循環政策本部事務局では、平成30年度から発行
している流域マネジメントの事例集を、今年度も発行することとしました。
水循環基本法は、令和３年６月に一部改正され、地下水に関する規定が
追加されました。これを踏まえ、水循環基本計画についても、令和４年６月に
一部見直しが行われ、地下水に関する内容の充実化等を図るとともに、
水循環政策における再生可能エネルギーの導入促進や流域治水関連法の
全面施行を踏まえた取組推進に関する記述が追加・修正されました。

水循環については、顕在化している課題に加え、地下水マネジメントへの
対応、地球温暖化等の気候変動への対応など求められる対応が多くなってい
ます。このような中で、必要となるのが、流域マネジメントに関わる「人づくり」や
「資金調達」です。今回の事例集では、５自治体に御協力頂き、「人づくり」や
「資金調達」に当たって鍵となる点を中心に事例をとりまとめました。
また、あわせて、今回の事例集では、令和５年１月に開催した「水循環シ

ンポジウム」の概要も紹介しています。今回のシンポジウムでは、「地域振
興」をテーマに事例発表とパネルディスカッションを行っていただきました。
人口減少による地域への影響が懸念される中、地域振興は「人づくり」や
「資金調達」にもつながってくると考えています。シンポジウムで議論された
内容が、流域マネジメントの取組のヒントになることを期待します。
この事例集に収められている活動の一つ一つには物語があり、一人一人の
思いが詰まっています。その思いが皆様に伝わり、皆様が流域マネジメントの
活動を始めたり発展させたりするきっかけとなればと願っています。
今後、流域マネジメントに取り組む仲間の輪が日本中に広がるとともに、
流域水循環計画の策定の機運が全国にくまなく広がっていくことを期待し
ています。
最後に、各事例に取り組まれている地方公共団体、水循環シンポジウムの
登壇者の皆様には、本書の作成にあたり多大なる御支援をいただきました。
この場を借りて御礼申し上げます。

令和５年3月
内閣官房水循環政策本部事務局
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2023 年 3 月
内閣官房水循環政策本部事務局
TEL 03-5253-8389（直通）
E-mail  hqt-mizujyunkan@mlit.go.jp

本書の内容はウェブサイトでもご覧いただけます。
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/index.html

本書や流域マネジメントの取組について、
ご意見をお寄せください。
E-mail  hqt-mizujyunkan@mlit.go.jp

写　真

表紙　「那賀川の景勝地（鷲敷ライン）」（徳島県那賀町）
提供：徳島県
 
表紙［裏］「小諸市柏木水源」（長野県小諸市）
提供：小諸市
 
p.2「海津大崎の桜とカヌー」（滋賀県高島市）
提供：（公社）びわこビジターズビューロー
 
p.4、p.5「夕映えに映える加茂川」（愛媛県西条市）
提供：西条市
 
p.14「下水道の更生工法による長寿命化」
提供：国土交通省
 
p.14「令和元年東日本台風による千曲川での被害」（長野県長野市）
提供：国土交通省
 
p.14「水田湛水」（福井県大野市）
提供：大野市
 
p.15「ぐんまウォーターフェアにおける利き水体験の様子」（群馬県太田市）
提供：群馬県
 
p.15「水と災害ハイレベルパネルの様子」
提供：国土交通省
 
p.26、p.27「安曇野」（長野県安曇野市）
提供：安曇野市
 
あとがき「三郷明盛 田植え」（長野県安曇野市）
提供：安曇野市
 
裏表紙「琵琶湖夕景と水田」（滋賀県彦根市）
提供 : （公社）びわこビジターズビューロー




